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一
年
の
農
奴
解
放
令
宣
布
を
ー
轉
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し

て
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社
會
的
不
资
ど
，動
搖
ど
の
間
に
；酿
成
，せ
ら
れ
"
專
制
政I

 

府
の
廣
烈
な
る
抑
壓
に
遭
遇
し
，て
益
，々
激
成
せ
ら
れ
た 

■:る
.露
西
商
の
革
命
的
社
會
運
動
は
、
：假
令
未
だ
廣
汎
なI 

る
組
織
的
民
衆
運
動
の
實
を
具
べ
今
、
僅
か
に
.革

命

主

y

 

義
的
結
社
の
陰
謀
擾
亂
に
過
ぎ
ざ
り
し
せ
雖
も
"
茲
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後
代
に
於
け
る
專
制
主
義
的
露
西
姐
帝
政
の
覆
滅
並
に
ハ 

此
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の
®
.

に
於
け
る
社
會
組
織
の
根
本
的
變
革
の
.動
因

を
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觀
取
し
得
可
く
、
茲
に
後
年
織
承
し
敷
衍
し
發
棚
せ
ら
；
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代
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蹯
西
蓝
社
會
思
想
概
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れ
る
此
國
獨
特
の
革
命
主
：義
的
社
會
思
想
の
淵
源
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探
究
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
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故
に
筆
者
は
嘗
て
本
誌
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て
、
露
西
1
=
3革
命
運
動
の
先
»

者

o<e
r
n

^<e
v
s
k
i〖

並
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D
o
b
r
o
l
j
u
b
o
v

の
社
#

主
義
患
想
の
要
領
を
贶
ひ
、
進 

ん
で
露
西
亜
虚
無
主
義
に
言
及
し
た
，。
又
此
等
の
主
義 

:

思
想
を
信
舉
せ
る
革
命
主
.義
者
等
が
抑
遯
的
權
威
に
對 

す
る
否
定
と
破
壤W

の
矛
を
先
づ
專
制
的
®
制
政
治
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向
け
、
•其
の
結
果
は「

土
地
€

自
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事
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惹
起
す
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至
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の
事
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摘
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而
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最
後
に
"
政
府
の
峻
醋
嚴
密
な
る
反
動
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壓
迫
愈
々
大
S

な
る
に
從
つ
て
革
命
的
反
逆
の
恩
潮
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愈
々
極
踹
過
激
に
奔
り
、
六
拾
年
代
の
終
末
に
至
な
て
，

遂

に

N
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a
e
vの
如
き
が
總
破
壊
的
恐
怖
主
義
的
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詐
陰
謀
の
主
張
を
公
絡
宜
言
す
る
に
至
つ
た
と
述
べ
、

.之
に
次
ぐ
年
代
に
於
て

H

等
の
無
政
府
主
_

的
®
想

傾

が

：此
國
の
社
#
運
動
を
支
配
す
る
に
至
つ
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於
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各

々

叙

上
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想

傾

向
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し
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又
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六
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七

月

六

日

べ

ル

ン

の

病

舍

に

容
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す

る

に

，至

る

迄

，

六

拾

有

餘

苹

の

全

生

涯

を

.稀

有

の

數
 

奇

な

る

運

命

に

委

ね
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革

命
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熱

情
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不
撓
不
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の
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偸

の
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力

を

持

つ

て

"
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時

西

歐
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卷
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殆
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總

て

の
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命

運

動

の

間
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由

#

放
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運

動

史
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な
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鍵
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代

に

遺

し

た

。
併
し

乍

ら

彼
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轉

變

の

全

生

涯

ぞ
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政

府

主
_

理

論
0

全
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茲

U

描

出
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底
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可
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る

か

ら

、
筆 

者
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ら

露
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迪
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運
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す
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限
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其
 

等
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一
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> 
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以
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滿
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な

い
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の
有
機
體 
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察
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於
け
る
が
如
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人
類
社
會
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察
し
な
け
れ

.第u
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五
一
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機
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も
遙
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に
®
だ
複
雑
で
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あ
る
•か
同
様
に
自
然
法
則
の 

:

支
配
を
受
け
て
居
る
。
人
類
社
會
は
又
此
の
自
然
法
則
‘
 

以
外
に
社
會
自
ら
の
排
外
的
な
獅
特
の
法
則
に
依
つ
て 

支
配
せ
ら
れ
る」

o
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即
ち「
諸

々
の
人
民
は
肉
體
的
. 

精
®
的

政

^
1|
.會
的
特
性
を
所
有
す
る
ー
の
共
同
® 

'.
ミ
し
て
現
は
れ
る
。
此
等
の
特
性
が
其
人
民
に
個
性
を 

與
へ
且
つ
總
ゆ
る
他
の
人
民
か
ら
區
別
す
，る
も
の
で
あ 

. 

ゾ

る

。」

總

:1
:
:此
の
事
は「

其
.'0
:
|部
は
知
ら
れ
？
其
の
大 

•部
分
は
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
所
の
、
數
ひ
切
れ
な
い
程
夥 

.

.多
な
大
4
の
原
.因
が
無
限
に
勘
雜
に
聚
合
し
て
居
るV 」 

い
ふ
事
に
歸
せ
ら
れ
る」

ベ(w
o
r
k
s

 
,P

*:
名

■§
*

^

>又
パ
ク
ゥ
ニ
ン
：に
依
れ
ば
、
，：凡

-^
存
在
す
る
總 

:
:
:
.
:

ゅ
名
も
の
は
、
^
等
の
優
ゃ
質
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
且
っ」 

希
望
し
若
く
は
意
識
す
る
と
否
^

^
拘
ら
ず
、
直
楼
义

は
間
接
の
動
、
反
動
に
依
つ
て
.相
互
に
影
響
し
合
ふ
も 

の
で
あ
る
。
統
一
的
速
動
に
結
べ
2
さ
れ
た
る
此
等
の
« 

限
の
活
動
及
び
反
動
：は
我
々
が
統
一
、
生
命
、
因
果
と 

呼
ぶ
所
の
も
の
を
包
含
す
る
。(ibid )

又
日
ぐ
、「

此
の 

普
遍
^
生

命

か

世

界

を

.創

造

す

る

、

—

此
の
生
命
は
出 

會
の
總
ゆ
る
過
去
：を
創
造
し
、
又
將
來
の
總
ゆ
る
發
展 

を

創

造

し

，つV
人
類
世
界
に
永
續
す
る
も
の
で
あ
る
-

(
w
o
r
k
s
,

 

p. 

9
0. He

c
k
e
r
,

 

ibid

ン

ハ
ク
ウ
二
ン
は
、
彼

*か「

生
命
は
創
造
力
で
あ
る」

と 

か

又

は

人

間

は

人

類

世

界

內

部

.の

動

的

創

造
力
で
あ
る 

ど
か
言
つ
て
居
る
場
合
に
*
此
.等
の
語
を
形
而
上
學
的 

に

解

釋

し

て

は

な

ら

な

い

響

.#
し
て
居
る
®
彼
の
所 

說
に
遵
へ
は
、
人
類
世
界
^
呼
ば
^
、
所
の
も
の
は
人 

間
以
外
の
他
の
直
接
；の
創
造
者
を
有
し
な
い
。
人
間
は 

，外
界
か
ら
少
し
宛
獲
#
し

來

づ

て

人

類

世

界

を

、 

彼
自
身
の
動
物
性
か
ら
其
の
自
由
芒
人
類
的
威
厳
ヒ
を

作
る
。
彼
は
彼
自
身
ょ
6
獨
立
せ
る
、
制
御
し
得
ざ
る 

且
つ
同
樣
に
總
て
の
人
類
の
,1

職
分
で
あ
る
所
の
欲
求 

の
カ
に
依
つ
て
外
界
を
侧
服
す
る
。
此
の
力
、
此
の
普 

遍
的
な
注
命
の
流
は
普
遍
的
な
因
.果
律
苦
く
は
自
然
で 

呼
ば
る
、
所
の
も
の
ど
同
一
で
あ
り
、
植
物
た
る
と
動 

物
た
る
ビ
を
問
は
ず
總
て
の
生
物
の
問
に
觅
受
妙
ら
る 

•\
.f
e
の
で
あ
る
。
.自
己
の
生
命
に
必
駆
な
る
、
即
ち
自
一 

ら
の
欲
望
を
充
足
す
る
に
^
要
‘̂

る
條
件
を
確
立
す
る 

ビ
い
ふ
の
が
各
個
性
の
傾
向
，

V

あ
る
；。

；

CP. 

109. 

H
e
-

 

cker, 

pp. 74-75
.
)
「

人
は
彼
を
作
り
出
す
所
の
環
境
の 

內
部
n
於
て
、其
の
勞
苦
に
依
ふ
、
又
彼
の
理
性
把
從
0 

て
、
自

由

.0
意
識
會
獲
得
す
る
。」(

？
\;
1
|
1
2

〕
「

自

然

其

物
 

鸩

現

象

上

の

連

續

的

變

化

に

‘敗

て

自

由

解
放
の
方
向
に 

力
め
^

。
..‘ 

• •

. ノ
斯
く
.て
ょ
り
大
«
'̂
>
個
性
の
自
由
こ
.
^
 

完
成
の
眞
«
の
徵
候
で
あ
る
«

に
思
姑
れ
る」

.と
、

.? 

131)

然
る
に
觅
に
進
：ん
で
バ
ク
ゥ
ニ 

X

の
信
ず
る
所
に 

依
れ
ば
、「

人
問
は
地
上
の
萬
物
中
最
木
個
性
化
さ
れ
た 

_

第
十
九
卷
，
.
2〇
五
>
,
1
:
.
七
拾
年
代
の
鏺
西
热
社
會
思
想
槪
觀

も
の
で
あ
る
ビ
典
に
彼
は
又
最
も
社
會
化
^
れ
た
も
の 

、
如
ぐ
考
へ
ら
れ
る」

(P.

. 

I

OJ
2 )
從
つ
て
社
會
は
、
現
存 

す
る
人
民
の
自
然
的
現
象
で
あ
つ
て
或
種
の
契
約
s S

 

ふ
も
の
と
は
何
等
の
關
係
も
な
い
。
社
會
を
支
配
す
：:5 

も
の
は
人
間
の
倾
向
ミ
傅
統
的
習
慣
！
で
あ
っ
て
決
し 

て
法
律
で
は
な
い
。
社
會
が
次
第
に
進
步
す
る
の
は
個 

人
の
創
造
カ
の
衢
動
に
依
つ
て
促
さ
れ
る
か
ら
で
あ
つ 

て
、
立
法
者
の
思
想
や
意
志
：に
依
る
の
で
は
な
い
。
? 

I33_ 

Hecker, 

p. 

7
5
)

社
會
及
び
社
會
進
步
に
關
す
る 

斯
の
如
き
見
解
か
ら
彼
は
法
律
及
び
政
治
の
無
政
府
主 

義
的
否
箄
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

叉
> 
ク
ゥ
一
一
ン
に
依
れ
ば
、
階
級
の
發
生
は
動
物
の 

差
別
の
本
能
に
菡
く
。
而
し
て「

動
物
の
各
稱
属
は
再
.び 

地
理
的
"
氣
候
的
條
件
の
影
響
®
下
に
變
化
す
る
所
の 

相
異
な
れ
る
諸
幽
體
諸
家
族
に
分
た
れ
る

oし
此
の
ヰ
 ̂

の
影
響
を
通
し
て
、
小
幽
體
や
小
種
類
の
も
の
•か
、
相 

互
化
敵
對
し
相
瓦
に
破
鐵
せ
ん
と
し
つ
N
あ
る
所
の
種

笫
ニ
號 

五
玆

I f



笛

十

九

卷0
1
〇

六)

七
拾
雄
代
の
鏺
四
瓯
社
食
思
想
槪

風

©
中
に
形
成
せ
ら
れ
.る
。
動
物
の
本
能
的
敵
對
心
を 

彼

は

-~
1
自
然
的
忠
義
心」

ビ
呼
»
し

"

之

を
次
の
如
く
定 

義

し

て
居
る
o「
そ
は
社
#
的
に
承
認
さ
れ
た
る
、
相
傅 

的
、
傅
統
的
生
活
欉
式
に
對
す
る
"
本
能
的
、機
械
的
、 

無
批
制
的
執
着
で
ぁ
6
,、
且
つ
之
れ
ど
異
な
れ
る
他
の 

1
切
0
生
活
職
式
.に
對
す
る
卜
同
«
の
、
本
能
的
、
機

'
 

:«
的
敵
#
で
あ
る」

。(
p
.

VO
3 &
 

P, 
194 

H
e
c
k
e
v
p
.

3

此
，の「

自
然
的
忠
_
心
し
が
人
類
識
會
の
中
^
移
入 

せ
ら
れ
、
宗
敎
上
の
1

化
を
裝
ふ
て
結
周
政
治
€
な 

る
.
P故
！

i

日
く「

斯
く
て
神
劳
ぐ
は
神
の
擬
制
が
地
上
に 

於
け
る
總
て
の
奴
隸
制
度
の
承
認
者
ビ
し
て
T
及
び
斯 

の
如
き
制
度
の
知
識
上
、
”遨
德
出
の
根
據
ど
し
て
表
は 

れ
て
居
る
。
人
間
の
義
曲
は
_
德
な
る
支
配
者
ど
.い
ふ 

有
窖
な
擬
制
を
完
全
に
絕
滅
し
た
る
時
に
の
み
完
成
せ 

ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ」

と
o (p. 

M4
. Hecker, pp. 76.-77

ン

H

;

■I
凡

そ1

八
七
〇
苹
末
の
交
に
®
せ
ら
ぬ
、
著
者
の
沒

觀 

笫
ニ
號
•

五
.四
，

後

、1 

<
八
ニ
年
に
初
め
.て
ジ
ユ
ラ
同
盟
の
出
版
所
か 

ら
公
™
せ
ら
れ
た
る
バ
ク
3>
二
ン
の
主
著
へ
-se

u

 et 

Feta

て

は

、
右
の
'見

解

か

ら

出

發

し

て

最

も

明

快

に

神 

S 
國
家
の
問
題
^L

a>,glise et P6tat sont m
e
s

 d
s
x

 

—

'
b
^
t
e
s

 n
o
f
r
e
s

o
を
批
判
し
た
も
.の
で
あ
る
i
言
ふ
事
が 

出

來

ょ

ぅ

。

.

無
神
論
の
み
が
人
頰
に
對
し
て
眞
の
自
由
を
爾
し
得 

る
"
故
に
そ
れ
は
社
會
革
命
の
第一

の
前
提
條
仲
で
あ 

|

る
。「

»
が
存
在
す
る
：限
り
人
間
は
奴
識
で
あ
る
。
然
る 

―—
に
人
間
は
自
由
で
あ
6
得
る
，し
又
S
由
で
な
け
れ
ば
な 

一
ら
な
い
。
從
っ
て
神
は
存
«
し
な
.い」

づ

G
o
d

 a
n
d

 the 

一
.St

a
t
e》

with 

a

 

preface 

b
y

 

c
a
s
e
s

 

a
n
d

 

JEIT

•
- 

一
 

S8'n
e
d
u
s
.

 M
o
t
h
e
r

 

Ewrtll P
u
b
l
l
s
H
n

叫 ^ggocfatfon. 

p. 

2
5
)

こ
は
實
に
パ
ク
ゥ
ー
—
ン
に
侬
つ
て
徹
底
的
に
提 

'唱
さ
れ
强
.調
さ
れ
.た
る
無
神
論
の
本
體
で
あ
つ
た
。
以 

下
姑
く
其
の
推
論
の
跡
を
檢
す
る
な
ら
ぱ
、
'-
1
凡
そ
總
ゆ
. 

る
宗
敎
は
；、
其
の
：神
、
神
人
>
.
.豫
貧
者
、
救
世
主
、
聖

徒v

共
に
、
未
だ
充
分
に
彼
等
の
能
力
の
發
M
に
到
達 

せ
ざ
る
人
々
の
輕
信
的
速
想
に
依
つ
て
創
造
：せ
ら
れ 

れ
。
.從
つ
て
宗
敎
上
の
天
國
ビ
は
、
無
智
ぞ
迷
信
ど
に 

促
は
れ
た
人
々
が
、
興
の
.中
^

«
木
さ
れ
、
類
頭
さ
れ 

れ
る
、
::
即
ち
»
化
し
^
各
自
身
.の
形
像
釔
見
出
す
所
のj 

1

の
膝
氣
槌
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
宗
敎
の
歷
史
セ
即 

:ち
人
間
の
信
仰
の
中
に
相
次
い
で
：現
出
し
來
つ
た
_
々

| 

マ
の
誕
生
、
繁
榮
及
び
頹
亡
の
M
史

は

、
：：
人

類

の

集

合

的
:'
:
 

智
慧
及
び
良
心
の
發
展
に
過
ぎ
.な
い
o」

^
o
o
d 

and 

I: 

s
t'l
.

)

v p:
2
3
.
)

然
る
に
今
や
神
は
金
能
で
あ
る
C
而 

し
て
其
の
眞
の
創
造
:«
た

る

人

間

は

知

ら

^

知
ら
す
の 

.間
に
彼
考
か
空
虛
か
ら
：

i

出
し
來
れ
る
神
の
前
に
跪
座 

し
，
神
を
尊
崇
し
*
自
ら
が
神
の
被
造
物
で
あ
り
神
の
一 

奴
隸
で
あ
る
事
を
誓
約
:^
る
。
若
し
神
が
萬
物
で
あ
る 

な
ら
，ば
現
實
の
世
界
ゼ
現
實
の
人
間
ビ
は
無
で
あ
る
。

神
'が
眞
理
、
正
義
、善
、
美
、力
，
：及
び
生
命
で
あ
る
な
ら
：
 

ば
人
は
虛
僞
"
不
芷
、
恧
、醜
、無
能
及
び
死
で
あ
る
。

.

第

十

九

卷c

二
〇
七〕

七
拾
郎
代
の
鏺
西
蓝
社
會
思
想
槪
觊

而
し
て
神
の
奴
隸
で
あ
る
所
の
人
間
は
I
國
家
が
敎
會 

に
依
つ
て
神
®
化

3
れ
.て
居
る
限
り
に
.於
.て

ー

又

敎

會
 

及
び
國
家
の
奴
隸
た
ら
■ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。 

(ib!d 

V 24
) V

ク
ク
ニ
ン
は
次
い
で
言
ふ
1
神
の
«
念
. 

は
人
類
の
理
性
及
び
汜
義
の
否
定
を
含
む
。
そ
れ
は
最 

も
決
定
的
な
る
、
人
類
の
自
由
の
否
定
で
あ
る
。
而
し 

て
此
の
必
然
的
結
果
は
、
理
論
上
"
實
際
上
"
兩
方
面 

に
於
け
も
人
類
の
奴
縣
化
で
あ
る
。
故
に
我
々
が
若
し 

も
人
類
の
奴
隸
化
S
嬪
落vj

を
欲
し
なS

な
ら
ぱ
、

.

. 

神
學
上
又
ば
純
正
哲
學
上
其
の
何
れ
の
神
に
對
し
て
も 

些
か
の
讓
步
を
爲
す
«
が
出
來
な
い
し
又
讓
步
し
て
は 

な
ら
な
い
の
で
あ
る」

o (ibid, 

p. 

2
5
)

\

ク
ゥ
一
一
ン
の
思
念
す
る
所
に
依
れ
ば
、
宗
敎
的
继 

信
が
斯
く
も
深
く
入
民
の
間
に
浸
潤
す
る
に
至
れ
る
散 

大
の
原
因
は
彼
等
の
貧
困
€
奴
隸
狀
態
と
で
あ
る
。
彼 

は
言
ふ
、
知
的
に
も
道
徳
的
に
も
又
物
質
的
に
も
最
低 

限
度
9
生
存
驮
態
に
限
定
さ
れ
、
恰
も
牢
獄
の
囚
人
の

第

二

號

3L
3S
:



笫

十

九

卷C 
ニ
〇
八)

〜

七
拾
年
代
の
鱗
西
！

Si

社
會
思
想
槪
觀

如
く
に
其
の
生
活
を
極
限
せ
ら
る
、
所
の
人
民
は
、
斯 

の
如
き
狀
態
の
下
に
於
け
る
苦
惱
を
闾
避
す
る
た
め
に 

次
の
三
つ
の
方
法
の
何
れ
か
に
倚
ら
ざ
る
を
得
な
い
の 

で
ぁ
る
。
其
の
最
初
の
ニ
つ
は
居
酒
屋
^
敎
會
ビ
で
ぁ 

る
。
.前
漭
は
肉
體
の
惑
溺
陶
醉
を
意
味
し
"
後
者
は
精 

神
の
惑
溺
陶
醉
を
意
味
す
：る
。

^

0:
?

1
6
)

恐
ら
く 

\
ク
ゥ
.モ
ン
に
侬
れ
ば
、
敎
會
は1
種
の
天
國
の
居
酒 

屋
で
ぁ
つ
て
居
酒
屋
は
之
に
反
し
地
上
に
於
け
る
天
國 

の
敎
會
で
ぁ
つ
た
”
而
し
て
益
に
彼
が
居
酒
屋
ビ
云
ふ 

場
合
に
露
西
Ji
l
lの

K
a
b
a
k
.

を
心
に
描
い
た
も
の
^
考 

へ
る
事
が
出
來
る
。
敎
會
で
は
不
合
理
的
な
信
仰
に
耽 

溺
し
、，
居
酒
屋
で
は
，グ
ォ
.ド
：ヵ
に
：耽

溺

し

、»

0
て
農 

民(
M
U
H
k
)

は
僅
か
に
彼
の
悲
哀
i
貧
困

^
を
忘
れ
#

た
か
ら
で
あ
る
。TM

a
s
a
r
y
k
: 

T
h
e

 

s
p

B:t
o
f

 R
u
s
s

!5* 

v
o
l
.
L

 

p
:
4
4
7

參
照)

併
し
人
々
は
今
や
此
等
の
迷
妄 

を
脫
郤
し
て
第
三
の
眞
の
途
を
追
求
，せ

ね

ば

な

ら

な

第il

號 

六 

命V

あ
る
と
霄
ふV

日

く「

私
は
故
に
次
の
如
く
結
論 

す
る
、
宗
敎
上
の
信
仰yj

人
民
の
放
蹲
な
る
習
慣
丨
此 

の
兩
者
は
一
般

^

想

像

せ

ら

れ

て

居

る

ょ

り

も

遙

か

密 

接
に
結
合
し
て
居
る
I

V
を
徹
底
的
に
破
壤
す
，る
爲
め 

に
、
此
の
最
後
の
も
の
こ
そ
實
に
自
由
思
想
家
の
總
ゆ 

る
神
學
上
の
傳
道
ょ
り
も
遙
か
にI ,

層

有

力

で

あ

ら 

ぅ
。
妄
想
的
に
し
.て
且
つ
獸
的
な
る
肉
體
的
、
精
神
的 

放
肆
の
享
樂
に
代
ふ
る
に
、
各
人
並
に
全
人
の
中
に
發 

達
せ
る
、
眞
に
洗
練
3
れ
た

る
人
類
愛
.の
偸
樂
を
以
て 

す
る
事
に
於
て
、

JE
k
社
#
革
命
の
み
が
總
ゆ
る
居
酒 

屋w

總
ゆ
る
敎
會
S
を
同
：時

に

閉

鐵

す

.る
權
カ
を
持
つ 

で
あ
ら
ぅ1。

{Bakunin, 

o
p
,

 

crpp. 

16 -17
)

又
觅
に
、
絕
對
的
平
等
の
敎
義
に
遵
っ
て
、
或
者
•か 

他

の

者

に

優

す

る

事

即

ち1

.切
の
掠
取
、
換
言
せ
ば 

總
ゆ
る
權
威
を
全
然
非
認
す
る
所
の
、
又
同
時
に
從
來 

.の

人

類

の

歷

史

なる
も

の

を「

或
る
冷
酷
な
る
柚
象
の 

い
。
眞

の

途

ヒ

は

何

か
。

‘ V.

ク
ク
ニ
ン
は
之
を
社

#

革

名

擧

の： .：

爲

め

に

供

せ

ら

れ

た

る

：、

貧

し

き

幾

；

m

萬

0
人

Iし

S?

P

i:
'
;:?

類
の
不
斷
の
流
血
的
犠
牲
に
過
ぎ
な
い
^
ぼ
ナ

^59)

$
«
t
.て
、
.一

切
の
杣
象
的
權
威
の
腿
制
を
嫌
忌
し
»

: 

斤
す
る
所
の
バ
ク
ゥ
ム
.ン
は
、
此
等
の
櫂
威
の
拘
束
か 

ら

'A
類
を
解
放
す
る
た
め
の
JT
C
嬰
な
る
任
務
を
遂
行
す 

■る
所
の
科
學
を
以
て
、;-
:
同
樣
に
迚
活
0
上
に
優
逸
せ
し
，

|

:む
可

ら

ず

と

說

く

ノ

謂

、
へ
：ら

ィ

：

_

命

は

須

臾

に

し

て
：，： 

«
變

す

る

;0
併
し
乍
ら
そ
.は
.常
に
現
實
姓
、

個
性
、
感 

受
性
、
苦
養
"

»
悅
"

^
望
>
欲
成
及
び
感
情
を
伴
ふ
：
|

.て
鼓
動
す
る
。
そ
れ
の
み
^;
.自
發

的

.に
眞
實
の
事
物
を
一 

，■創
造
す
る
。
.科
學
は
何
物
.を
も
創
造
し
な
い
o
そ
は
唯
；\ 

生
命
の
創
造
物
を
確
保
し
確
認
す
る
ー
に
.過
ぎ
な
い
。し 

，言
以
て
®

へ
ば
、
科
學
は
生
命
の
指
針
で
ぁ
つ
て
生
命 

.で
は
な
い
、
#
つ
て
科
學
の
唯r

の
使
命
は
生
命
を
啓

I

 

發
ず
る
®
.で
あ
つ
て
之
を
支
配
す
る
事
で
は
.な

い

。
 

(ibid, 

P' 

5
5
)

知
®
階
級
は
民
衆
を
敎
化
し
な
け
れ
ば 

(

な
£
は
い
け
れV

；

も
、
此
事
は
彼
等
に
對
し
て
民
衆
に 

優
越
せ
る
何
等
か
の
*
利
を
與
ふ
る
も
の
で
は
な
い
。

.

.
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十

九

猞

0
1
0九)

'.
:
七
拾
年
代
の
蟒
西
跑
社
會
思
ー
想
槪

1
敎
養
の
點
に
於
け
る
不
平
等
は
雷
に一

時
的
現
象
れ
る 

の
み
な
ら
ず
、
彼
等
は
自
ら
行
つ
て
民
衆
の
間
か
ら
學 

ば
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
後
述
す
る
所 

あ
る
可
き
當
年
の「

民
衆
の
中
へ」

の

運

動

e

 

に
於
て
、V

ク
ク
二x

の
斯
の
如
&
思
想
を
傅
承
し
實 

行
し
た
る
一
群
の
知
識
階
級
を
見
る
で
あ
ら
ぅ
。

バ
タ 

ゥ
一
一
シ
は
次
い
で
言
ふ
、「

假
令
彼
等
が
實
證
論
者
で
あ 

A
u
g
u
s
t
e

 C
o
m
t
e

の
學
徒
で
あ
K

空
論
的
獨
巡 

.共
•靡
主
義
學
派
の
學f

で
あ
る
^
し
て
も
、
凡
そ
科
學 

の
支
配
：及.び
科
學
者
の
支
配
な
る
も
の
は
、
常
に
無
能 

無
稽
で
あ
り
、
殘
忍
酷
薄
で
あ
り
"
腿

制

的

"

掠
取
的 

に
し
て
且
つ
有
害
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
，
で
あ
る
o
j
 

(
i
b
i
d
)

我
々
が
社
會
科
學
を
要
求
す
る
所
以
の
も
0
は 

そ
れ
が
個
々
人
の
苦
惱
の
一
般
的
原
因
丨
此
の
原
因
€ 

し
て
現
賞
の
各
個
人
の
，：
柚
象
的1

般
性
に
對
す
る
幟 

牲
ど
從
Jl
t
を
擧
げ
る

事

を

忘

^

て
は
な
ら

な

い

|

を 

忠
實
に
正
確
■に
指
示
し
、
同
時
に
、
社
會
的
生
活
を
營

笫
S
 

五
セ



:

第

十

九

怨

rs
lニ
〇)

七
拾
年
代
办
露
西55
社
會
铖
想
槪
觀 

む
各
個
人
の
眞
の
解
放
の
爲
め
に
必
要
な
る|

般
的
條 

伸
を
我
々
に
示
す
か
ら
で
あ
^
。
之
乙
^
科
學
の
使
命 

で
あ
つ
て
且
つ
科
學
の
限
界
で
あ
る
。
此
限
界
を
趄
ゅ 

る
.所
の
社
會
科
學
の
活
動
は
、
無
能
に
し
て
且
つ
破
* 

的
で
あ
る
O
I科
學
の
自
認
代
表
者
即
ち
興
の
，僧

侶

の

空| 

論
的
主
張
は
正
に
此
の
限
界
を
超
え
て
居
る
。
今
や
一 

部
の
法
王
と
僧
侶
ビ
を
獅
滅
す
可
ぎ
時
で
あ
る
。
假
令 

彼
等
が
自
ら
を
社
會
民
主
黨
ど
呼
ぶ
ヒ
も
我
々
は
最
早 

や
斯
の
如
き
人
々
を
必
要
と
ば
し
な
い
の
で
あ
る
。」 

(ibid. p
p
.
‘ 6
1
- 6

2
)

获

に

又

我

：々

ば
次■
に
於
て
關
說
す
、

j

可

き

：

M
a
r
x
^
B
a
k
g
i
n

 

.のt

論
確
執
の
理
論
的
淵
；

|

源
の
二
端
を
見
る
。

.

, 

|

: 

V

 

M:

最
後
に
、
絕
對
的
平
等
な
る
：も
の
は
社
會
的
秩
序
を
_ \

粉
碎
し
、
人
類
の
組
織
を
支
離
滅
#
に
^
鹱

せ

し

め

ざ

-
 

る
. や
の
祀
S
は
べ 

ク
ゥ 

尸
ン
の
全
然
排
斥
す
：

 
る
所
で 
あ 

つ
て
、
絕
對
的
平
等
は
之
に
I反
し

、
：
眞

の

社

會

的

結

合 

'.の
，：
可

能

を

人

類

.に

賦

與

す

る
'
'もの
し
て
‘
觀诗られ

第
t
i 

五
八

る
o
彼
は
へP

r
o
u
d
h
o
n

の
聯
合
組
織
即
ち
下
か
ら
上
に 

及
ぶ
所
0
聯
合
«1
|®
の
主
張
を
承
認
し
、
未
來
社
會
の 

計
畫
於
典
同
體
の
&
由
聯
合
粗
織
祀
装
い
て
構
成
し 

た
。«
自

ら

が

I

の
辨
證
論
的
形
式
に
遵
つ
て
記 

述
せ
る
所
に
依
れ
ば
、「

中
*
集
權
主
義
的
國
家
は
H
r
»-
 

s
i
s

で
あ
り
、
無
政
府
又
は
無
定
形
は
>

黾

ぼ

.

で

あ 

t

獨
立
的
の
圓
體
及
び
人
民
の
聯
合
がs

y
n
t
h
&
s

 

で
あ
る
。」

へBa
k
u
n
i
n
w
s

o.ZIal-politischer BHef
w
e
c
h
s 

丨

珍

el .mit 

Herzen 

u
nd 

Ogarjow, 

stutt

rQart, 
1
00
0
5
, S. 

3
8GO
- 

cr
xKccker, 

op. 

cit. 

p. 

7
7
)

彼
は
斯
の 

如
き
理
想
社
龠
の
實
現
の
た
め
に
先
づ
現
存
社
會
秩
序 

の
根
本
的
變
革
を
必
要
5
し
"
其
の
一
切
の
*
威
に
對 

す
る
否
定
の
武
器
を
最
も
强
く
現
存
の
宗
敎
的
信
仰
並 

に
國
家
的
權
カ
に
對
し
\し
差
し
㈤
け
た
も
の
.で
あ
る
が 

槪
ね
彼
の
革
命
的
理
論
は
此
の
兩
者
の
破
*
を
容
易
な 

K
y 

€す
る
も
の
、
如
く
、
|1
1
に
斯
の
如
き
信
念
^
基
き
、 

彼
ば
進
ん
.，で

其
の
革
命
的m

論
，し.

哲
學
的̂

M l

學
的
基

$§I
I

I
I
I
I
1
i

J■ ̂

I
I,
:
1
1

1: 
r
j'
I：
;

Ii

礎

を

與

へ

た

の

で

あ

る

。

併
し
^
ら
、
上
述
せ
る
所
に
依
り
、

パ
ク

ク

一

一

ン

の 

‘
.全
風
想
體
系
に
於
て
、
如
何
に
個
性
の
餺
重
、
個
性
の
自

. 

由
が
其
の
重
心
と
な
つ
て
®
る
か
S
い
ふ
事
、
個
性
の 

3
,由
ど
其
の
發
達
迄
を
抑
腮
し
阻
北
す
る
所
のV

切
の
一 

權
郝
が
如
何
に
彼
の
®
烈
な
る
熟
情
に
依
つ
て
徹
;£
⑽

j 

亡
糾
彈
さ
れ
拒
丧
さ
れ
で
居
务
か
表
い
ふ
事
"
' 而
し
て

::
|
 

:
:就
中
當
時
の
露
西
蓝
の
社
會
的
實
情
に
於
て
彼
の
斯
の
へ
1
:
 

如
き
枇
鲥
的
見
舰
が
如
何
に
適
切
で
：あ
つ
た
か
を
略
々j 

,了
知
す
る
事
が
出
來
ょ
ぅ
:°
故
に
.筆
者
..は
之
.れ
以

上

彼j .

ン
 

0
思
想
0
內
容
に
立
ち
入
る
事
を
止
め
フ
飜
つ
ー
：て

_
際

：：.

「 

勞
働
渚
協
會(

第

I

ィ
シ
タ
ァ
ナ
シ 

'ョ
ナ
ル
.

)

に
於
け
る

'
}
 

バ
ダ
：ク
ム
ン
ざ
マV

ク
ス
ぞ
の
確
哪〜

之
れ
が
露
西
ー 

亜
社
會
運
動
と
の
關
係
に
倉
及
し
つ
く
、
併
せ
て
パ
ク 

ク
：ニ
ン
が
露
西
蓝
の
社
會
的
經
濟
的
組
織
に
對
す
る
批
:: 

評
乃
至
そ
の
露
西
In
i
社
會
運
動
に
對
す
る
見
解
の
大
要」 

r
覼
ふ
で
あ
ら
ぅ
。

;

第

十

九

卷a
l

 l !) 

'
七
拾
弗
代
の
露
西
瓯
社
會
獄
想
槪
觀

.
四

恐
ら
ぐ
は
其
起
源
の
考
證
に
於
て
幾
多
の
異
論
他
說 

あ
る
可
し<vj

雖
も
、
槪
ね
其
の
誕
生
を
一
八
六
四
年
九 

月
下
®
偷

敦St. 

Martin 

H
a
l
i

に
於
け
る
會
合
に
© 

せ
ら
.る
.可
き
所
の
.國
際
勞
働
者
協
會(

第
一
イ
シ
タ
ア 

ナ
シ
ヨ
ナ

,

)

の
迤
動
、
就
中
一
八
六
八
年
バ
ク
ウ
二
ン 

の
之
に
加
盥
以
來
此
の
蓮
動
內
部
に
於
て
f
f
l著
^
な
れ 

る
所
の
ニ
傾
向
の&

離
、
即
ち
社
會
主
義
的
傾
肉
ど
無 

政
府
主
義
的
傾
向
S
の
擊
論
破
執
は
ゝ
.疑
a
も
な
く
七 

拾
年
代
の
露
西
瓯
社
會
運
動
に
影
響
せ
る
所
甚
だ
大
で 

あ
る
o

素
よ
り
マ\

ク
ス
及
び
バ
ク
ク
ニ
ン
兩
者
の
根
本
瓜 

想
の
'
_

は
全
然
氷
.炭

相

容

れ

な

い

性

質

の

も

の

で

ぁ 

つ
た
許
り
で
な
ぐ
、
兩
者
相
S
の
個
人
的
嫌
忌
は
引
い 

て
相
瓦
間
の
藤
臂
識
謗
C
な

な
、
嫉
視
反
目
C
な
b
.、 

結
！

1|

は
國
際
勞
働
者
協
會
其
物
の
淡
裂
を
招
‘來
し
れ
も
 

の
で
あ
つ
介
。V

ク
ウ
.一
一
ン
の
主
張
す
る
所
は
'、

國
際

第
二
^

五
九
.

1
I
m
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ニ
ニ)

.
七
拾
年
代
i

西
i

會
思
想
槪
觀 

0

^

0

六
0 

,勞
働
者
協
S

物
を
し
T
新
社
會
形
態
即
ち
無
政
府
の
：

運
動
の
目
的
即
ち
階
騄
の
廢
止
が
達
成
せ
ら
れ
る
ビ
、 

贿

芽

介

ら

し

む

可

し

ど

言

ふ

に

あ

つ

；

。

'故
に

彼

は

評

其

時

少

數

の

»
取
者
が
多
*
の
生
產
者
を
朿
縛
す
る
に 

議
員
會(General 

c
o
g
c
a
に
依
る
一
種
の
中
央
集
權
役
立
つ
所
の
國
家
の
權
ヵ
が
消
滅
す
る
。
其
時
、
政
t 

的
支
配
の
存
在
を
峻
拒
し
、
評
議
，員
會
は
廢
北
せ
ら
れ
の
職
分
は
單
な
る
管

.理
の
職
分
，̂
變
化
す
る
。
然
る
に 

■ぃ
國
際
勞
働
者
協
會
は
各
分
派
の
完
蚤
な
る
自
治
主
義
の
ノ
同

盟

派

は(

即
ち
バ
ク
.ゥ
モ
z

«
た

々

人

£
ぼ
§

洽 

:
.̂
'
礎

の

上

に
?]
氣

せ

ら

る

可

し

？
主()
]
?し
、
就
中

1

 ̂x 

i
a
u
e
m
o
c
r
a
t
i
e

 

socialfste'

く
を
指
す
o 

筆
者)

此 

.

及

びE
n
g
d
s

は
彼
等
自
身
の
:®
逾
猶
太
人
的
權
ヵ
典j

を

顚

倒

し

て

居

る

。
彼
等
は
.
"
無

產

者

階

級

內

部

の

無

政
府
を
以
て
、
搾
取
者
の
掌
中
に
あ
る
强
大
な
る
It
# 

進
ん
で
個
人
的
獨
裁
權
を
獾
得
せ
ん
と
企
て
.、
居
S
も

j

的
、
政
治
的
勢
力
の
集
中
を
打
破
す
る
最
も
確
實
な
る 

丨
の
で
あ
る
ド
'非
難
し
た
。
他

方M
a
r
x

は
徹
頭
徹
尾
評|

手
段
で
あ
：る
ビ
宣
言
し
て
居
る
。
斯
の
如
き
ロ
實
の
下 

.

_
員
會
の
*
力
を
支
持
し
"
パ
ク
ゥ
二
ン
の
無
政
府
主
に
彼
等
は
、
舊
社
龠

♦か
國
際
勞
働
者
協
#
を
潰
滅
せ
ん 

.
義
的
主
張
を
纖
ず
る
都
極
め
て
峻
酷
な
る
一
八
七
ニ
年

S
努

め

つ

、
あ

る

瞬

間

に

其

の

組

織

を

無

政

府

に

侬

つ 

;の

小

邢

子2
es 

F
rets

d
u
e
s 

Scissions 

dans 

rlnterl 

\

て
置
き
代
へ
ん
事
を
：婴
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
國
際 

|

0

1ェ
に
於
て
次
の
如
く
«
朋
し
た
。「

無

政

府

は

：
的
官
憲
は
ょ
り
以
上
を
求
め
て
は
居
な
い」

皮
。(post*

.
:
彼
等
0
君
主
ハ
ク
ゥ
ー
一
ン
の
偉
大
な
軍
跑
で
あ
る
。

，
.
‘ gate. 

W
o
r
k
e
r
s

 
Intern atioriaL 

pp, 

7
5
.
7
6

别
切
す
る

總
ゆ
る
社
會
主
義
者
は
無
政
府W

は次の事を意味す所に據る

)

此
■
に
.於

け

るM
a
r
x

の
攻
義
に
關
し
て 

, 

る

も

.の

で

ゐ

る

事

を

主

張

す

る

o
. |

度

び

：無

.產

者

パ

ク
.ク
_ ニ 

y
は

次
の
如

：{.
窨
い

た

.r.

「

ダ
：
モ
.ク
レ

ス

の

_

は
遂
に
私
0
.頭

-±
に
落
ち
た
°
併
し
實
を
富
へ
ば
其
れ
會
民
主
々
義
を
標
榜
す
る

1
1派
‘の
漂
語
は
今
を「

現
£ 

は
，叙
で
は
な
く
てM

a
r
x

氏
の
常
©
手
段
l
es*K

a
_

國
家
の
內
部
に
於
け
る
權
力
の
略
取」

で
あ
つ
た
。
梅 

b
e
r
s
p
s
w
a
s
s
e
r

で
あ
る
。」(

coteklow: Michael B
a
k
u
-

逸
國
會
の
選
擧
に
於
け
る
此
の
黨
派
の
最
初
の
成
边
は 

.

:

D

ぎ

：ゾ
；1

^
參
狈
>
.「

： 

.
;'■
彼
等
の
希
望
を
高
め
、
結
局
社
會
民
主
黨
が
獨
逸
國
會 

惟

ふ

に

、

一
八
六
九
年
の
パ
ー
ゼ
ル
.の
大
會
以
後
第
-

の
多
數
を
制
し
、
適
當
な
る
立
法
手
段
で
社
會
主
_
的 

廣

上M
a
r
x

に
依
つ
て
指
導
せ
ら
れ
.て
.居
た
國
際
勞
働
：

民
衆
國
家
を
形
成
す
る
に
至
る
可
し
ど
確
信
す
る
に
至
.

.:

漭
協
會
の
誶
«
員
會
は
、
::
;
4;̂
七
o
雄
の
普
佛
戰
银
衝|

ク
れ
。
斯

の

如

く

政

治

上

.で

は

中

央

集

權

主

義

的

簸

會 

.

.::
;

^
新
し
き
社
會
民
主
々
義
的
傾
向
を
帶
び
る
に
至
0
て
：，一|

;

主
義
的
合
法
手
段
を
推
擧
し
、
經
濟
上
で
は
產
業
の
_ 

層
：パ
ク
ク 

一！
 

X

派W

の
隔
絕
を
深
か
ら
し
め
た
も
••
©
へ
で 

'象
的
經
營
即
ち
國
家
社
會
主
義
を
提
唱
す
る
*
逸
社
會 

_

 

ラ
タ
ン
諸
國
の
社
會
主
義
運
動
ビ 

.

い
で
巴
：里

=1
ミ
ユ
ン
，の

暴

動

が

鎭

滕

名

れ

、

•
.而
し

て
«

1
次
第
に
背
馳
し
、
從

o
て
國
際
勞
働
考
協
#
の
內
部
に
.
 

蘭
西
の
勞
働
者
.の
國
際
勞
働
者
協
會
に
加
盟
す
る
事
を
於
け
る 
一|

派

の

分

裂

を

.
一-層
顯

著

な

、ら
し
め
，た
の
は
當 

禁
止
せ
る
峻
嚴
な
法
#
が
通
過
し
ft
る
時
ノ
而
し
て
他

|
然
で
.あ
つ
れ
。(Kropotkin, 

M
e
m

fi.rs 

of a 

Revolu.' 

‘方
に
於
て
は
广
八
四
八
年
以
來
急
進
鐵
の
.目
的
.で
あ
つ
.

江
0
1 *
1:
.で
.
3
00
5

參
照)

蓋
し
バ
ク
‘
ゥ
二
ン
派
は
一
切
の 

た
所
の
議
會
政
治
が「

統

1

れ̂
た
獨
逸

」

に
導
か
れ
る
權
威
の
否
定

C
い

ふ

立

脚»
ょ
b
依

.
然

ミ

し

て

權

ヵ

的
 

.
に
及
ん
.で
、
全
社
會
主
義
運
_
の)

目
的
S
方

法

ど

を

變

施

設

ど

し

て

0
國
象
の
傲
底
的
破
壤
を
提
議
し
續
け
\ 

改
し
様

ぅ

ミ

す

る

努

力

が

：獨

逸

に

於

て

行

は

れ

た

。
社

眞

の

平

等

は

人

々

.の

自

由

合

意

に

依

つ

て

の

み

實

現

甘

笫
十
九
：

(

ニ
ニ
ー
1丫

：七
拾
年
代
の
»
西
踮
社
會
¥
想
概
_ 

第
二
號 

六】



f

九

卷

2

1
四
} 

b拾
啤
代
の
癖
西
蓝
社
會
思
想
槪
觀 

ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
決
し
て
國
#
の
法
令
や
興
の
改 

革

手

段

に

倚

據

す

る

も

の

に

非

す

と

し

"

且

つ

無

產

者 

i

の
武
器W
し
て
政
治
的
手
段
の
無
力
S
無
效
を
述 

ベ
、
政
治
的
行
動
に
於
け
る
彼
等
：の
成
功
は
畢
竟
國
家 

權
力
の
增
大
を
招
致
し
て
個
人
的
自
由
を
減
殺
す
る
も
一 

の
な
b
ぞ
觀
じ
、
社
會
革
命
の
啦

1
0有
效
な
る
手
段 

は「

行
動
に
據
厶
宣
傳
J

d
ヒ
主
張
し
て
居
つ
た
か
：
：
 

ら
で
あ
る
。

兹
に
於
て
兩
者
‘の
懸
絕
は
何
等
の
互
讓
妥
協
の
餘
地
.
 

を
存
し
な
か
つ
た
。
而
し
て
一
八
七
ニ
年
の
パ
丨
グ
の 

大
會
に
至
つ
て
、
實
に
パ
ク
ゥ
ニ
ン
の
謂
ふ
ダ
モ
ク
レ 

ス
の
@
は
、
無
産
者
階
級
凝
放
の
爲
め
に
團
結
せ
る
戰 

±
の「

頭
上
に
容
謝
な
く
落
下
：せ
ざ
る
を
得
な
か
づ
た
の

\ 

で
あ
る
？

パ
'ク
ク
ニ
ン
派
は
此
：の
.大
會

に

於

て

"

評
議
一 

•員
龠
の
廢
北
、
各
分
派
®
自
治
並
に
政
治
的
行
動
の
拒
:;
:
_

策
i

結
果
は
國
際
勞
働
i

:會

即

ち

ィ

ン

タ

ア

ナ

タ

ョ 

ナ

ル

の

分

裂

衰

亡

^
;な
っ
れ
。Kropotkin 

♦の 

記
述
す
る
所
に
遵
へ
ば)

「

マ
ル
ク
ス
派
S

ク
ク
ニ
ン 

派
と
の
：爭
鬪
は
個
人
的
の
事
柄
で
は
な
か
.っ
た
。
聯
合 

主

義

の

原

理

せ

中

央

集

權

生

義

の

放

理

、

自
由
共
'同
體 

K
職
家
の
後
見
的
支
配
、
'民
衆
の
自
由
行
動
ビ
立
法
に 

依
る
現
在
資
本
主
義
的
狀
®
の
改
善
，
此
等
の
間
の
必 

然

的

爭

鬪

；で

あ

っ

た

其

れ

は
“？K

ン

精

神

ど

.獨

逸

魂
 

W

の
.間
の
爭
鬪
で
あ
っ
た
、

此
の
獅
逸
魂
は
、
戰
場
に 

於
け
る
佛
蘭
西S-

敗
北
後
へ
政
治
上
、
哲
學
上
の
優
越 

を
求
め
、
更
に
社
會
主
義
の
上
に
も
自
己
の
社
會
主
義 

的
觀
念
を
科
學
的w

稱
し
、
他
の
總
て
の
思
想
を
空
想 

的

(Utopian
)

ビ
稱
し
て
同
様
に
典
の
優
逸
を
求
め
た 

の
で
あ
る」
。(Kropotkin, 

op. 

cit 

p. 
3
00
6)

此

0
批
評
の
芷
否
は
..姑
く
措
き
> 
ル
ク
ス
派
の
主
張

否
を
提
案
し
れ
。
然
る
に
マ
ル
'ク
ス
派
はB

a
k
u
n
i
n

並

，
に
對
す
る
斯
の
如
き
嫌
焉
の
犄
^
バ
ク
ク
ニ
ン
'の
®
想

p 4=4C 
0 

-
.て 

h
k 

f
o 

^
 

•&-'り
.̂
:̂ 
各 rrr.

主
.-̂r. 

1

'.
-
4
1
.
.パく̂
彳
■=

.

此

等

の

廊

迫

，か

ら

無

智s
貧
困
に
惱
む
此
國
の
民
衆
を
：j 

解
放
せ
ん
が
爲
め
に
、
社
會
主
義
的
革
命
主
義
の
宣
傳
—
 

?
實
行
^
を
經
驗
し
來
，つ
だ
露
西M

の
急
進
主
義
者
等
，

 

が
、
殆
：

V

其
の
時
期
を
同
じ
ぅ
し
て
勃
興
せ
る
國
際
勞
ノ

' 

働
運
動
、
'即
ち
第
一
ィ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
運
動
に 

»
し
、

-
齊
に
其
の
往
意
を
集
中
す
る
に
至
つ
れ
の
はI 

當
然
で
ぁ
つ
た
。：
彼
等
は
此
の
組
織
の
中
に
勞
働
者
階 

級
一
に
依
っ
て"
全
社
會
の
利
益
の
爲
めU

自
甶
、
IE
義
ぃ 

及
.び
平
等
の
理
想
の
實
現
を
遂
行
す
る
所
の
目
的
が
横 

は
つ
て
居
る
^
考
へ
た
。
革
命
主
義
：を
奉
せ
る
'a
多
の

■ .

. 

.
I_ 

• 

.

.

.

.

. 

•

，
第
十
九
卷

：C

ニ
：1五)

：
；
，七
.拾
年
代
の
露
西
蓝
社
會
姐
想
概
觀

亡
命
者
の
間
に
於
て
は
勿
論
、
露
西
®
本
國
の
念
進
的 

靑
年
の
間
に
於
て
も
、
國
際
勞
働
者
協
會
の
運
動
は
概 

ね
其
の
社
會
的
、
政
治
的
討
‘論
の

焦

®

で
あ
つ
た
。 

(Kxllczycki, Geschichte 

der K.ussischien Revolution.

Bd. 

L

 

S. 

4
9
6
)

彼
等
は
最
早
ゃ
露
西
蓝
社
會
の
緩
漫 

な
る
漸
次
的
進
步
を
傳
道
す
るH

e
r
z
e
p

の
幻
想
に
聽 

o 

H
e
r
l

は

I

A
六
六
年
以
後
の
反 

動
を
0
擊
し
乍
ら
猶
且
つ
依
然
V
Uし
て
其
の
樂
觀
主
義 

を
放
擲
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、

一
層
强
く
其
の
、ス
ラ
グ 

主
義
的
空
想
：主
義
を
固
執
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
る 

:に
露

西

掰

の

社

會

：運

動

は

實

：に
.He

r
z
e
n

の
斯
の
如
& 

偏
癒
な
る
愛
國
主
義
的
傾
向
を
遙
か
に
脫
郤
し
て
，
パ 

ク
ク
二
ン
の
國
際
主
義
的
：無
政
府
主
義
思
想
の
影
響
の 

下
に
發
達
し
つ
、
あ
つ
穴
。

國
際
勞
働
者
協
會
の
分
裂
の
結
果
«

一
 

層
此
の
傾
向 

を
助
長
し
れ
。

パ
ク
ゥ
ニ
ン
の
指
導
の
下
に一

八
七一

一
 

年
に
チ
ユ
ク
ジ
ッ
ヒ
で
組
織
さ
れ
、
且
つ
ジ
ユ
ラ
同
盟 

. 

第
二
鳐 

§

ー

跑

革

命

家

，の
心
に
深
ぐ
浸
潤
せ
る
，

1

般
的
見
解
で
ぁ
つ 

た
：ビ
見
る
事
が
出
來
る
9
而
し
て
此
の
-事
情
こ
そ
筆
渚 

が
旣
に
#
三
指
摘
し
、
尙
且
つ
進
ん
で
究
明
ゼ
ん
ご
す 

る
如
く
"
當
時
の
露
西
部
社
:#
運
®
に
於
.け

る

最

も

著 

る
し
き
特
色
を
基
示
す
^
も
め
て
ぁ
る
。

..

..

..

..

..

.

:

五

,

 

......

■:
眈
.に
其
：の
社
會
上
經
濟
上
未
曾
有
の
腮
制
に
對
抗
しj
,

從
し
な
か
つ
た



笫

十

九

卷(

、ニ一

•六
.

)

七
拾
年
代
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霈
西
迪
社
會
思
想
姻
觀
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二

號

六

四
 

に
加
1
<
<
し
た
る
、
.而
し
て
國
際
勞
働
者
協
會
分
裂
後
無
數
者
に
依
つ
て
議
決
さ
れ
：>
’且
つ
之
を
以
て
總
て
の
®

府

主

義

派

に

霊

せ

る

，
ス

ラ

グ

，
人

鐘

(
s
l
a
v
i
l

體
に
强
要
す
る
樣
な|

般
的
政
治
的
綱
®

を
否
認
し 

s
e
k
f
)

は
、

パ
ク
ク
ニ
:r
主

義

思

想

の

叢

に

貢

献

tt
o

'

?

f

f
 

p 

p 

$
 

5
0
5-

5
0
6
)

此
等
の
圓 

す
る
所
が
大
で
あ
つ
れ
。
其
の
綱
領
は
全
然
無
政
府
主
，

體
の
活
動
I

俟
つ
て

バ
ク

ク

一

一

ン

の

著

作

は

廣

く

普
 

義
的
I

の
表
現
で
あ
る
。
I

に
ょ
れ
ば
J
 

j

及
し
、
露
5

の
I

狀
態
に
加
.へ
た
る
彼
の
精
f
 

法
律
を
上
か
ら
下
に
向
つ
て
强
制
す
る
所
の
中
央
集
權
\

ノる
批
判
的
見
解
は
一
般
の
革
命
的
熱
情
を
喚
起
し
た
。

的
國
家
が
、
國
家
的
龃
織
f

抑
腿
的
法
律
な
く
し
；て

|

然
ら
ば
彼
が
露
霊
の
社
會
狀
態
に
對
す
る
批
坩
食
に 

>
力

ら

上

へ

疖

つ

，
て

形

成

せ

^-
^
る
'所

，の

自

由

圈

體

に

|
此
の
國
：の
社
會
運
動
に
關
す
る
見
解
は
如
何
な
る
も
の 

對
立
せ
ら
れ
る
。
更
に
綱
領
に
.依
れ
ば
、
某
の
幽
體
員
：
，

で

あ

つ

^
か

。

は
唯
物
論
者
に
し
て
且
’つ
無
神
論
者
で
あ
る
。
彼

等

は

j

彼

は一

八
七
〇
年
の
著
作「

科
學
ど
現
在
の
軍
命
運 

實
®
科
學
を
尊
重
し
、
又
性
.に
ょ
る
差
別
な
き
所
の
、

|

動
：

」

に
於
.'て
、
露
西
亞
0
現
狀
を
維
持
す
る
に
於
て
は
人 

全
人
に
嫌
す
る
平
等
の
敎
蒙
要
求
す
る
。
然
れ
f

民
の
敎
養
は
概
し
て
達
成
し
能
は
f

は
勿
論
其
の
計 

如
何
な
る
輝
類
の
.科
學
の
支
配
も
其
は
偕
越
に
し
て
有一

畫
は
奈
然
無
意
零
あ
る
。
何

I

れ
ば
政
府
は
決
し 

害
な
り
ヒ
し
て
斷
然
拒
否
忒
る
。

ス
ラ
ゲ
人
團
體
は
汎
て
眞
の
科
學
に
侬
つ

V

A
民
を
啓
發
し
之
.に
食
際
上
の
' 

S

 

ゲ
ル
‘
ア
ン
主
義
に
反
對
す
る
芒
同
樣
汎
ス
ラ
グ
虫 

文
化
を
赋
與
す
る
事
の
出
來
W
い
の
は
勿
論
、

其
の
，辛 

:反
對

し

、

又
、更

に

國

際

勞

働

者

協
#
其
物
の
內
部
に
於
ぅ
じ
て
與
ベ
得
る

.も
の

は
^
せ

る

科

學

又

は

偏

®

な

科

け

る

至

上

權

の

存

在'を
駁
論
し
た
。彼
等
は
大
會
の
多
學
で
あ
つ
て

‘、
そ

は

人

，
民

の

：
意

識

に

、
彼

：
等

そ

害

し

鍋

ね

.

議
^

^

!

^

aflgss

圏
1
I
S 議^
^
^
^

す
る
虛
妄
の
槪
念
を
扶
植
す
る
'に
過
ぎ
な
い
か
ら
.で

あ

M
に
又
社
會
力
の
年
衡
が
移
動
せ
ざ
る
限
り
政
府
は
變 

る
せ
述
べ
て
居
る
。
斯
く
て
露
西
跑
に
關
す
る
彼
の
論
：
.革
せ
ら
れ
得
な
い
艺
の
結
論
を
導
き
出
し
て
居
る
€
。
 

辨
の
出
發
戰
は
、

1

般
國
家
槪
念
並
に
國
家
を
以
て
人
彼
は
此
の
理
論
に
對
し
て
彼
自
身
の
見
解
を
揭
げ
其
れ 

民

の

安

寧

幸

福

を

保

®
す
る
に
：最

も

適

應

せ

る

手

段

な

^
:'
:
^

主
腺
し
,
.其
れ
故
に
國
家
は
可
及
的
强
大
な
る
可
:j

::
ど
說
明
す
る
。
E

k
、
新
し
き
社
會
力
は
協
約
に
依
つ 

く
可
及
的
其
の
繁
榮
を
致
す
可
し
^
唱
道
す
4
所
の
":-
.
.
,

|

て
作
ら
れ
得
.る
。
活
動
の
計
畫
も
亦
同
樣
に
し
て
作
ら 

.國
家
改
蕃
論
に
對
す
る
鬪
爭
の
必
要
の
ヵ
說
で
あ
る
。

.

れ
得
る
。
さ
れ
ば
社
會
力
の
出
來
る
だ
け
最
も
好
都
合 

.彼
に
遵
.：へ
，ば
國
家
擁
饑
論
者
の
根
本
理
論
は
次
の
三
.つ
な
る
分
配
ば
一
定
の
計
畫
に
準
據
し
て
處
理
せ
ら
れ
る 

の
命
題
に
要
約
す
る
^
が
出
來
る
，::
°
其
の
一
、
各

國

民

.事
，が
出
來
る
气
パ
タ
ク
二
ン
は
進
ん
で
國
家
の
本
質 

.
は
：其
の
敎
養
の
程
度
に
遵
つ
て
只
其
の
國
民
の
み
が
維
:

を
說
明
し
之
を
批
判
し
た
る
後
、
其
の
權
力
に
對
抗
す 

持
し
得
る
听
の
政
府
を
持
つ
：o
:典I
-

總
ゆ
る
政
府
は|

る
爲
め
に
先
づ
人
民
を
結
合
し
組
織
す
る
の
急
務
を
述 

人
民
の
欲
11
の
總
計
若
.く
は

--
層
ょ
ぐ
言
へ
ば
其
の
結I

.

ベ
て
居
る
。
彼
は
總
ゆ
る
國
家
は
諸
種
の
社
會
力
の
間 

合
の
表
現
で
あ
る
。
其
！

i
r

總
ゆ
•る

政
府
は
樣
々
な
る1

の
平
衡
の
結
果
で
あ
る
？
の
理
論
は
之
を
承
認
す
る
け 

:'
.社
.會
カ
間
の
平
衡
の
_

:
で
あ
る
。'
而
し
，て
> 
ク
.ク
ユ
：
.：
れV 」

も
、
此
等
の
平
衡
は
民
衆
の
組
織
に
依
つ
て
動
搖
：
 

•ン
は
言
ふ
、
空
論
的
革
命
論
者
は
以
上
の
命
題
か
ら
、
.. 

' 
せ
し
め
ら
る
、
C
至
る
、
而
し
て
其
の
館
果
は
.政
府
.國 

或

，る

一

定

の

國

に

於

て

、
興

國

民

の

敎

養

程

度

が

變

革

家

の

如

き

も

の

V
崩
鐵
€
な
る
で
あ
ら
ぅ
と
见
念
し
て 

せ
ざ
る
限
り
、
又
國
民
の
欲
望
が
變
fc
せ
ざ
る
限
シ
、

居
る
の
で
あ
る
。(Kulczycld, a. 

a, 

o
. 

S
S
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肩
十
九
参

c
l
l
r

-a
七
拾
年
代
の
猶
西
瓯
紙
肴
思
想
槪
舰

參
照)
：

.
,又
彼
が
露
西
3|
1
社
食
運
動
に
對
す
る
根
本
的
觀
念 

は
、1

八
七
〇
年
七
月
十
:3
£
日
附
、
巴
.里
在
住
のLav- 

”
§
宛
書
猶
に
於
て
、
彼
自
ら
之
を
次
の
如
く
要
約
描
出 

す
る
所
に
依
つ
て
察
し
得
る
で
.あ
ら
ぅ
。「

第
一
、
無
神 

論
、
實
瞪
的
知
識
、
澗
達
に
し
て
健
全
^
る
思
索
に
基 

く
非
空
論
的
科
學
に
’ょ
る
、

一
切
の
宗
敎
>
-
切
の
信 

仰
及
び
斯
の
如
§
も
の
、
拒
否
。
第
r
n:
總

ゆ

る

國

家

.
一 

.

的
現
象
並
に
國
家
形
想
の
拒
®

同
樣
に
法
律
上
の
所 

有
權
並
に
家
族
權
の
拒
否
、
.，
之

に

代

ふ

る

に

共

同

勞

働

>

.
及
び
典
同
財
產
の
基
礎
の
上
に
、
經
濟
的
に
組
織
さ
れ
-
 

'V 

:::
:|2
る
.組
合
、
_
體
*
郡
ノ
縣
，
州
、
國

の

自

由

聯

合

に

浓
：'
 

/

つ
て
、
下
か
ら
上
に
向
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
國
際
的
ノ 

.
制
度
を_

以
て
す
る
事
。
法
律
的
權
利
を
發
し
、
之
に
代 

ふ
る
^
、
：各
人
及
び
余
人
の
逢
活
最
も
完
全
な
る
其 

の
發
展W

に
對
す
る
、.1 :

般
的
人
類
的
權
利
を
以
て
す 

る
事
。
第
三
、
此
‘の
原
遡
に
逾
應
^
て
行
-ふ
所
の
、
ブ
:

、

笫
ニ
观 

六
六 

ル
ジ
ョ
ァ
的(

即
ち
特
權
的)

個
人
主
_
に
對
す
ゐ
> 

又M
a
r
x

並
に
全
»

^
學
«
0:
强

權

的

共

產*.
^

に
對 

す
る
容
赦
な
き
鬪
爭
、
或
'る

一

つ
の
革
命
的
委
員
會
に 

ょ
ら
或
る
}
つ
の
中
央
集
權
的
公
的
權
カ
に
ょ
り
上
か 

ら

TF
に
向
つ
て
强
制
す
る
所
の
國
家
祉
會
主
義
に
猶 

す
る
鬪
爭
、
之
に
反
し
て
、
常
に
益
々
人
民
の
間
に
® 

及

せ

ら

る

、
科

學

の

影_
の
.下
に
、
而
も
又
自
ら
同
種
. 

の
规
想
ビ
目
的
ど
に
依
つ
て
結
合
し
、
出
來
る
だ
け
廣 

く
全
土
の
上
に
撒
布
せ
ら
れ
る
所
の
秘
密
的
革
命
M

H 

:(Krulok
)

の
活
潑
な
る
理
論
上
實
際
上
の
宣
傅
の
影
響 

の
卞
に
行
は
る
^
、
勞
働
多
數
者
の
獨
立
的
發
達
及
び 

獨
立
的
組
織
の
容
認
。
第
诹
、
其
.の
一

切

の

人

類

學

上

、

:
經

濟

上

、

歴
史
上
，及

び

文

化

上

の

相

違

や

傾

向

や

特

質 

を
钽
含
す
る
所
の
國
民
性
は
、
我
々
の
信
す
る
昕
で
は
、

一
の
權
利
や
一
の
原
现
を
形
成
す
る
も

の
で
は
な
く 

て
、

1

の
自
然
的
歷
史
的
事
實
を
形
成
し
て
居
る
。
故 

に
此
■.の
.物
..か
4
相
象
.
#:§
«
似
'
.:^
可
能
'1
:
.ぁ
る
.鄭
ら
で
.

は
^

:<
>
人
が
抽
象
的
に
で
は
な
く
て
實
際
的
に
論
じ
.

様
ミ
欲
す
る
場
合
に
は
必
ず
典
の
事
を
考
量
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
又
、
社
#
革
命
主
義
の
要
求
，か 

槪
ね
同
：

I

で
あ
る
事
即
ち
*;
れ

が

社

會

，

制

度

及

び

人

'.へ 

類
の
敎
化
.で
あ
る
事
を
祇
認
す
る
>
し

て

も

、
：，
我
々
は
一 

同
時
に
次
の
如
く
信
ず
る
、
此
の
要
求
を
表
現
す
る
，形

j 

式
は
相
興
な
れ
る
人
民
團
體
0
場
合
.に
於
て
各
々
別
箇 

の
も
の
ビ
な
る
だ
&
ぅ

。
何
，故

か

ど

言

へ

ば

，
其

れ

は

j 

尊
斷
的
^
若
く
は
個
人
や
團
_
に
依
つ
：て
外
國
か
ら
移j 

入
さ
れ
た
る
理
想
に
饭
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
に
は
非
す 

し
て
、
各
人
民
圈
體
の
.洛
々
：の
狀
態
、特
質
及
び
歷
史
的
‘1 

维
備
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
：が
ら
で
あ
る
。
第
五
、
» 

く
て
、
俄
々
の
信
す
る
所
に
依
れ
ば
、
例
へ
议
西
歐
の
都 

市
的
產
業
的
文
朋
の
影
響
を
蒙
る
事
最
も
少
な
き
露
西
，
 

飛
並
に
或
る
ニ
三
の
他
の
ス
ラ
グ
、
亦
ス
ラ
ブ
S

即
ち 

牙
利
"南
伊
太
利
、
西
班
牙
：

)

^
於
て
"

村
落
社
會
主 

麗
植
'遙

.
か

に

都

市

社

會

主
義
に
.優

逸

し

て

®
-
る

。第
布

第
す
九
卷(1J

1

九)

七
拾
年
代
の
蟒
西
#
社
會
尥
煺
，概
觀 C

o
m
t
e
©

學
說
S
典
に
我
々
，は
次
：の
亊
を
承
餺
す
る
、 

人
は
敢
て
事
實
、
並
に
歷
史
に
依
つ
て
結
合
3
れ
fe
る 

國
民
的
狀
態
を
無
視
す
る
事
は
出
來
な
い
€
い
ふ
事
、 

此
の
事
實
と
狀
態
ビ
は
其
れ
に
內
ff
i
す
る
嚴
然
た
る
論 

理
に
服
從
し
、
其
の
論
理
は
總
ゅ
る
個
人
ゃ
國
體
ょ
り 

も
强
ヵ
で
ぁ
る
€
い
ふ
事
を
。
併
し
我
々
は
同
時
に
個 

人
及
び
國
體
の
革
命
主
義
的
宣
傳
及
び
秘
密
に
協
定
さ 

れ
た
る
革
命
主
義
的
行
動
の
權
利
士
利
益W

を
承
®
す 

る
。
其
の
論
據
と
す
る
所
は
、
此
等
の
も
の
は
恐
&
< 

は
偶
然
の
發
生
物
で
は
な
く
て
9同
じ
現
實
に
膦
し
、此 

の
も
の
を
形
成
I
、
且
.つ

彼

等

の

方

法

で

發

達

し

、
加
之 

此
の
事
は
團
體
及
び
個
人
が
愼
重
に
、
眞
摯
に
、
何
等 

の
誇
張
^
く
、
其
の
上
に
被
等
の
作
用
せ
ん
t
,欲
す
る 

所
の
現
實
を
理
解
し
.て
居
る
：
e
い
ふ
膽
件
の
下
に
行
は 

れ
る
か
ら
で
*
る
。
第
.七
、

我

々

は

現

在

の

發

逄

傭

級 

に
於

け

る

國

家

を

以

て

、
人

民

の

生

活

行

程

の

化

^

せ 

る

非

有

機

的

產

物

"

即

ち
現
實
：の
人
民
組

«

.0
機

機
_

笫U

虢 

六
七



'第
十
，九

畚(

ニ
ニ
〇〕

/

セ
拾
年
代0
'm
f
rss
社
#
思
想
概
觀
 

第
二
^

部
分
で
，Q

t
考
へ
る
。
讓

©
力
は
現
在
で
|

«

ク」
：！
：

ン

が

上

述

：
の

見

解

に

遵

つ

，

s

厘

の

社

#
を
批 

-
<民
.に
對
し
て
指
し
向
け
ら
れ
、
磁
官
憲
ビ
軍
隊
0
み

■判
し
、
考
.
し
、
此
國
の
革
命
的
社
會
謹
の
指
士
を 

n

f

す
る
所
の
純
然
た
る
機
械
的
の
力
に
過
提
示
せ
る
部
分

I

出
す
事
が
出
來
る
。
其

の

響

‘こ 

ぎ
な
い
。
故
に
我
々
I

命
：I

的

脚

體

及

び

個

人

の

，
遵
へ
ば
、
革
命
的
戰
端
を
開
始
し
典
の
成
功
I

成
す 

1
哲
ジ
乡
プ
を
談
.攀
じ
て
人
民
の
原
始
力
の
，組

織

を|

る
が
：爲
必
の
條
件
士
し
て
、
@
に
民
社
が
不
幸
^

£

3
 

以
て
國
家
を
襲
す
る
の
仕

f

成
就
せ
ん
ど
す
る
の
狀
態
に
不
滿
で
ぁ
る

f

以
て
足
れ1

と
す
？

で
は 

で
あ
る
。第
八
"從
つ
て
我
々
は
露
瓯
：他
に
於
け
る
實
際
|
な
い
。
彼
等
は
页
に

1
の
祉
會
的
理
想
£
い
ふ
樣
な
も 

的
進
步
の
第I

條
件
ど
し
て
、〕

全

露

帝

國

の

破

壞

基

の

を

保

持

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
然

る

に

露

藍

.の 

案
げ
る
。
：
：
以
上
は
我
々
の
綱
餅
の
_

を
成
す
諸
人
民
は
花
に
斯
の
如
さ
理
想
を
有
し
て

f

。
そ
れ
は

®

人
民
の
次
の
如
き
見
解
の
中
に
横
は
る
。
2

ノ、
土
也 

3
s
s
i
s
--
.
.
&
e
r

. r
e

v
n

w

 

I

嘗

，in. a
e
n
v
h
r
e
n

一 

は
佥
人
民
に
璐
す
。(

ニ
、
土
地
に
對
す
る
«
利
は
叹
、 

i
s
6oo
I
I
SNr
3
. Carl 

GrCnberg; 

Archiev. 

V

 J
a
h
r
g
.
.

に
®
せ
ず
し
て
共
同
體(

0
^
}1&
8)

に
熥
し
'
土
地
ユ

S

ひ• 4
03-405〕

： 

■
 

.
 

\
用
益
期
間
の
方
法
に
依
つ
て
興
の
圓
體
員
の
問
に
分
割 

.
• 

i
. r 

.

:

.
せ
ら
る
可
き
.も
の
で
あ
る
。(

三
：

r

共
同
體
は
完
佥
な
る 

佛
11
西
革
命
以
後
の
西
歐
賭
國
0
重
要
な
る
事
件
を
.自
治
#
を
有
し
此
事
に
侬
つ
て
國
家
に
對
立
す
る
0

 ̂

論
評
し
允
る
.

j

八
七
.三
年
0
著

述

~1
國
家
さ
無
政
府」

：：：.

し
乍
ら
又
パ
ク
ゥ
二
ン
の
觀
る
所
に
依
れ
ば
、
露
酉
逝 

(Gsudarstvennost i 

A
n
a
r
c
h
i
j
a
x
6

に
於
て
、

バ
ク
國
民
の
此
等
の
理
想
は
三
筒
の
特
質
紀
依
っ
て
甚
だ
瞹

辑
翁
翁
^

^

^

^

^

^
歡

找

格

い

：；：̂

^

^

一̂
^

;

這
1
-
N
i
r
.
一
 
こ

昧
化
さ
れ
て
居
る
。
■興

ド

は
;"
人
民
の

間

に

優

勢

な

る 

家
提
權
的
風
習
で
あ
ぅ
、
S

一
 
は
、
個
々
人
が
露
西
逝 

經
濟
的
共
同
體(

即％

 

o
b
l
n
a
〕

の
中
に
融
解
さ
れ 

:て
終
0
允

©:
る

ど

い

ふ

事

で

あ

り

、
へ
第
三
は
、

人
民
の 

皇
帝(Tsar)

に
對
す
る
信
賴
之
で
あ
る
。
而

し

て

彼

はj 

此
等
の
特
質
に
附
加
t
る
に
キ
ジ
ス
ト
敎
的
信
仰
を
以

\

 

て
す
る
事
が
出
來
る
晶
ベ
、
進
ん
で
次
の
如
き
^
^
^
^

を

被

櫪

す

る

。
此

國

の

宗

敎

は
®:
歐

に

於

け

る

加

特

カ 

敎

や

新

敎
-
は
違
つ
た
特
長
を
持
つ
て
居
る
。
：露
西
®

に
於
て
は
人
民
の
宗
敎
的
信
仰
は
大
體
主
ど
し
て
，貧
困 

並
に
物
質
的
不
幸
の
結
果
で
あ
る
か
ら
"
即
ち
敎
會
は 

人
民
に
ど
つ
て
は
云
は
ぐ
天
國
の
居
猶
屋
の
如
き
も
の 

で
あ
る
か
ら
、
從
■つ
て
社
會
：藥
命̂
:依
つ
"て
掃
蕩
せ
ら

| 

る
可
き
も
の
で
あ
る
。
露
西
®
の
革
命
的
社
會
主
義
者：

へ
 

は
人
拉
：の
蒙
眛
を
啓
發
し
て
總
ゆ
る
空
虚
な
る
宗
敎
上 

の
信
仰
を
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：更
に
グ
ク
ク 

一
一
ン
が
前
記
三
箇
の
特
質
に
關
し
て
說
明
す
る
所
に
依 

¥

九

卷

C1

三

一
)

七
跆
年
代.の
露
辟
联
社
窗.思
-想
^
^

れ
ば
、
家
長
權
的
習
慣
に
對
す
る
圖
爭
は
全
體12 〗

旦
つ 

て
旣
に
初
め
ら
れ
て
居
る
。
又
農
奴
制
度
廢

.l
h
後
に
於 

け
る
誤
れ
る
土
地
分
配
法
"並
に
、
旣
に
與

<

 
ら
れ
て
居 

た
以
上
の
何
等
の
自
由
を
も
賦
與
す
る
事
な
き
永
遠
の 

保

障

に

依

つ

て

"

皇

帝

に

對

す

る

信

賴

は

次

第

に

人

民 

の
間
に
衰
C
し
て
居
る
0
最
後
に
個
々
の
經
濟
的
共
同 

體

は

"

一

般

的

叛

亂

の

爲

に

人
民
を
組
織
す
る
に
際
し 

大
な
る
障
礙
ど
な
つ
て
居
る
け
れ
ご
も
、
併
し
斯
の
如 

き
叛
亂
の
全
然
不
可
能
に
非
ざ
る
は
旣
に
ス 

'ブ
ン
ヵ
f 

*

フ
I
デ>

 

(
s
t
e
w
n
k
a

 

R
a
s
l
n
)

或
は
ブ
ガ
チ
工
y

g
a
a
e
v
)

の
農
民
運
動
が
之
を
酸
明
し
て
居
る
。
故
に
今 

'日
最
も
緊
要
.ざ
す
る
唯1

の
も
の
は
大
な
る
活
動
力
で 

あ
る
。我
々
は
幾
多
の
熱
情
ど
訓
練
e
を
合
體
せ
し
办
、 

人
民
其
物
？
彼
等
の
欲
辍
€
を

充

分

に

理

解

し

"

而
し 

で
先
づ
個
々
の
共
同
體
間
の
結
合
を
{允
成
し
然
る
後
に 

一
の
®
織
を
實
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
々
の
地 

方
的
*
亂
は
.民
衆
を
敎
育
す
る
.に
役
立
つ
。
而
も
實
際
•

第
8
 

方
九
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f

解
放
し
得
る
^
ゆ
は
、
組
_
的
訐
畫
盼
に
*: 

行
さ
れ
た
るj

般
的
叛
亂
办
る
の
み
で
あ
る
皮
。(Ktil-

czycki,

p a. 

o
. 

s
s
'
5
1
4
-
5
1
5
)

\

ク

ク

-
ン
の
怜
悧
な
る
洞
擦
力
は
'
!i

年
の
露
西 

朋
に
於
け
る
經
濟
的
進
步
の
缠
_
並
に
.其
办
結
果
た
る
' 
一
 

政
治
的
知
識
的
進
步
の
停
滯
0.
|最
も
重
大
な
る
原
因
を
；
，
 

看
破
しV

居
.

た
。

此
等
の_

遲
緩
停
滯
の
主
因
.は
、
個

抓 

「

的
經
濟
的
共
同
體
の
存
在w

い
：ふ

特

殊

的

ば

經

濟

狀

踱

，1

 

に
存
す
る
も
：の
で
あ
つ
十
、
此
の
狀
態
は
西
_
餹
_
に
：
 

比
し
て
生
爺
力
の
發
達
程
度
未
だ
：遙
か
に
低
き
に
あ
る 

の
自
然
的
赭
果
で
あ
る
事
を
彼
は
認
容
し
て
居
る
。
然 

ら
ば
急
速
な
る
資
本
虫
義
的
链
達
の
み
が
結
局
露
西
妞 

:

の
村
落
隹
活
乃
至
露
西E

の
，全

生

活

の

經

濟

的

條

件

を

I' 

根
柢
か
も
_
革
せ
し
め
得
可
ぎ
理
で
ぁ
ト
、
其

0:
任
務 

、を

遂

行

し#
可
き
階
級
は
同
じ
；く

資

本

生

義

的

經

濟

®

;:
;
;
 

織

の

嫌

物
ft
る
無

產

勞

働

者

階

級

其

物

に

非

ざ

る

.や
ざ

5

#

#0'

釋
に
難
^
る
#
な
く
ヽ
飽<
迄
も
根
本
的
、
總
破
壊
的

 ̂

命
的
鐵
革
の
結
果
^
し

て

生

中

可

き

此

國

の

飛

?«
^

な
 

る
社
會
晰
進
步
の
可
能
を
確
僅
し
、
且
つ
霧
西
亜
の
舊 

社
會
秩
序
を
.覆
徹
す
可
き
主
力
は
此
國
の
農
域
に
あ
办 

€
の
信
念
を
固
ぐ
抱
懐
し
て
居
た
の
で
あ
る
0

凡
そ
斯
.
 

の
如
き
風
解
は
、一

歡
に
ゝ
當
年
の
®:
命

主

_

的

運

動

比
 

於
け
.る
、
並
に
其
の
根
本
的
觀
念
に
横
は
る
誤
_
の
最 

大

な

る

點

ど

し

て

指

摘

せ

ら

る

、
所

な

れ

V 」

も
、
當
時 

內
外
の
熾
烈
•な
る
革
命
的
社
會
運
動
相
呼
應
し
相
交
流 

し
，
社
會
主
義
的
社
龠
璀
命
ば
直
ち
に
其
の
實
現
を
招 

來
し
得
可
し
€
の
樂
觀
的
氣
運
著
る
し
く
隆
«
な
か
し 

露
西
蓝
に
於
て
、
此
國
も
亦
必
然
的
に
資
本
主
義
的
發 

:
展
の
，道
程
を
經
由
す
可
き
も
の
で
あ
る
ぞ
の
信
佩
^
喚 

起
す
る
に
足
る
充
分
な
る
經
»:
的
現
象
未
だ.存
せ

ず
€ 

加

之

都

市

無

產

者

階

級

の

如

き

は

翻

：に

於

て

&
數

力

，に 

於
て
も
殆
矿
何
等
重
大
な
.る
意
_
を
：有
'せ
ざ
{
し
事
慷

4B
ふ
ド
.
彼
に
於
て
は
全
然
^
の
如
き
：̂:
3̂

.流
の
.解

■̂
^
起
す
.る
，な
.ら
^
、，
之
.を
&
.
'て.
^
-等
が
比
#

%

1̂ '
.

為

vi
NJ
^
v
:
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i

i

n

u

1
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s
I
Pト：
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の
必
然
性
に
窗
因
な
b
し
と
の
み
非
難
す
る
は
失
當
に 

し
て
、
樂
：る
此
點
に
所
謂
ナ
'ロ
ド
.
テ
キ
的
社
會
經
濟
思 

想
の
論
據
ご
其
の
效
績
ミ
を
洞
見
し
び
け
れ
ば
な
ら
な 

い
で
'̂

ら
ぅ
タ
:
.
.
:

兎
も
ぁ
れ
、V

ク
ゥ
ュ
ン
が
叙
上
の
著
述
を
公
刊
し
一 

つ
\
ぁ
6
し
七
抡
年
代
0
如

頭

、.:
即
^v

|

八

七

ニ
年
ょ.j 

;̂
'
.七
三
年
の
交
"
彼
の
頻
繁
往
來
せ
ろ
.瑞

西

就

中

チ

ユ

一 

1

リ
ッ
-ヒ
R
は
幾
许
の
露
西
：亜
の
革
命
的
靑
矩
が
集
合 

し

た

：？
彼
等
は
擧
つ.て
> 
ク
タ

-
ジ
生
義
を
信
泰
し
、

其
の
^

#
瓜
想
は
彼
等
を
；仲
介
ご
し
て
本
國
R
移
植
さ 

れ
其
咧
の
社
龠
述
動
^
絕
太
の
影
響
を
及
ぼ
す
比
至
つ 

。
た
の
で
ぁ
气
當
時
の

i
;'
:靑
部
の
：囘
想
錄
は
之
の
事
情

ノ
 

を
次
の
如
く
述
べ
て
^
る
>
即
^
彼
は
國
際
勞
働
者
協

\ 

.;
會

の

ニ

傾

峁

、

即
ち
社
會
段
主
ー
々
義
と

*:
政
府
主
義
€

,'
:
_
 

の
本
質
を
解
明
し
た
る
後
に
日
く「

此
等
相
反
^
^
る
ニ 

個
の
命
題
が
露
西
，]]
:
«の
靑
弗
の
前
に
簡
沪
.れ
た
時
、
彼

:-
: 

等
の
.大
多
歡
は
無
政
府
に
對
す
る
赞
！

i

を
表
明
し
た
。

紙

十
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三)

七
拾
华
代
の
^
西
‘

社
會
思
想

槪

觊

:
:
此
事
は
我
々
露
西
姐
人
が
國
家
の
干
涉
に
惓
想
し 

て
居
たV

J

い
ふ
事
、
我
々
が
國
家
を
以
て
進
步
を
助
長 

す
る
ょ
り
も
寧
ろ
進
步
の
敵
で
ぁ
る
と
a
め
て
居
た
 ̂

い
ふ
事
、
更
に
又
我
々
は
國
民
議
會
を
有
せ
ず
、
我
 々

の
代
表
者
を
送
る
如
何
な
る
場
所
を
も
有
し
な
い
と
い 

ふ
、
此
等
の
事
實
に
起
H
し
て
.居

る

兎

に

角

殆

ざ

總

て 

の
も
の
が
無
政
府
主
義
.理
論
の
賛
同
を
言
明
し
れ
?
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前
述
し
來
b
し
所
ミ
甚
だ
重
復
す
る
の
嫌
ぁ
れ
ダ」

も
、 

Rabinowitz'

が
典
の
■著

「

露
西
瓯
に
於
け
る
勞
働
運
動 

处
發
展J

.

k
於
て
此
等
の
諸
辦
情
を
總
括
し
約
言
す
な 

所§
1

卸
ぞ
引
用
す
6 -
^

ら
ば
、「

パ
ク
ク
二
ン
は
陳
西 

踮
無
政
府
主
翁
の
鳳
の
建
設
者
で
ぁ
つ
た
"
彼
は
.又)

意 

見
'の
：根
本
的
相
違
に
依
て
§
ミ
.̂
'w

分
れ
る
迄
國
際
勞 

麻
激
修
會
に
於
け
る
無
政
麻
主
藐
を
代
表
し
て
居
た
ナ

笫
ニ
號 

七
十
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七
拾
年
代
の
癖
西
跶
独
會
思
：想
槪
觀 

M
a
r
x

が
段
衆
，運

動

に

依

つ

て

の

み

其

の

目

的

を

逄

成 

せ
ん
if
f
を
求
め
、
其
手
段
せ
し
て
Ji
te
國
家
內
部
に
於 

け

る

權

カ

の

奪

取

"

纖

會

主

義

及

び

エ

揚

立

法

を

承

認 

す
る
に
反
し
、
:
バ
ク
ク
ー
一
ン
は
一
切
の
_

會

主

義
的
活 

動
を
拒
否
し
恐
怖
手
段
に
贊
同
し
た
。
哲
學

;±
の
假
設j 

に
於
て
も
亦
根
本
的
に
相
違
し
た
。
歷
史
的
唯
物
論
の
+
 

創

設

渚g
a
r
x

が
經
濟
的
關
係
を
以
て
精
神
的
發
達
の 

甚
礎
な
i

s
考
察
す
る(

即
ち「

實
在
が
意
識
を
條
件
付 

け
る
しW

去
ふ)

に
反
し
、

パ
ク
ク
ニ
ン
に
と
つ
て
は
民 

旅
の
感
情
即
ち
一
の
主
a
的
耍
素
が
歷
史
:0
原
動
力
で

..
'
.

j. 

あ
つ
た
。(

彼
の
埸
合
に
は
意
識
が
實
在
を
條
件
付
け
る
:- 

と
言
a
得
ら
れ
る)

。
更

に

^

パ
ク
ダ
ー
マ
ン
は
聯
合
主
義
:' 

を

虫

張

し

、Ma
r
x

は

中

央

集

權

的

大

_

家

形

態

を

主 

張
し
た
。——

V

ク

ダ

-
ゾ
.は

I

八
七
ニ
年
國
際
勞
働
者 

協
會
脫
退
の
後
、
他
の
無
政
府
主
義「

ィ
ン
タ
ァ
ナ
シ
ョ 

七

ル

」

を
建
設
し
れ
。
爾
來
,'
i

M
a
r
xM'
r
ィ
ン
タ
ア
ナ
シ 

ヨ
ナ
ル」

の
露
西
瓯
人
分
派
は
全
く
其
の
意
義
を
失
ひ
、

第
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七
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露
西
®
革
命
主
義
に
對
す
る\

ク
タ
ニ
ン
の
影
響
は
益 

々
願
著
^
な
つ
た
。
露
西
萠
靑
年
の
從
來
の
指
導
者 

H
e
r
z
e
n

は
其
の
影
を
潜
め
介
。
無
政
府
主
義
思
®
に 

深
く
培
は
れ
た
革
命
主
義
者
等
は
、
農
民
の
叛
亂
S
政 

治
權
力
の
直
接
的
篡
奪
を
夢
想
し
、
露
西
鹿
の
平
和
的 

發
達
に
關
す
るH

e
r
z
e
n

の
見
解
を
非
‘

|
i

し
丁「

行
動
に 

據
る
宣
傅」

を
高
唱
し
た」

迄
。(

R
a
b
〖n
o
w
〖t
v
z
u
r
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併
し
筆
者
が
嘗
て
指
摘
し
た
る
如
く
、

バ
ク
ゥ
エ
ン 

は
革
命
運
動
の
手
段
^
し
て
必
す
し
も
其
の
學
徒N

e
-

 

W
a
e
v

の
意
味
に
於
け
るr

行
動
.に

據

る

宣

傅Lを
推
擧
し 

た
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。(

前

揭

拙
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例
へ
ば
1國
家
ど
無 

政
府」

に
於
て
彼
は
®
命
運
動
.を
實
行
し
新
社
會
秩
序 

を
實
現
す
る
た
め
の
條
件
を
準
備
し
得
可
き
一
一
つ
の
方 

法
を
擧
げ
、
»■
の

I
は
當
然
尻
衆
の
革
命
的
組
織

S

邦

f<K

|v
i
fc
r：
H：
w!

|
i
if
丨:

|m
i
p
ft

s

の
一
般
的
叛
亂
s
で
あ
る
が
、
第
二
の
も
の
は
古
き 

K
u
n
k
t
a
t
o
r

sr
ml
、
愼
抵
な
る
戰
術
の
亨…

^
潘

-び
ブ
妇 

ち

徐

々

に

人

民

の

間

に

，：宣

傅

し

，
或
，：は

.未
來
0
社

龠

的

，
，
； 

，經
濟
組
織
の
豫
備
€

し
で
協
同
.主

義

的

紐

合

を

建

設

す 

石
事
之
で
あ
る
芒
言
つ
て
居
る
。(Kulczycki; 
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又
彼
は
其
0)
;
中
に
於
て
，「

_
會
革
命
主 

義
を
泰
ず
る
人
々
は
何
等
の
躊
躇
な
く
し
て
民
衆
の
中」

へ
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
何

^
な
れ
ば
今
日T

般
に
、

:

殊
に
露
西
驵
に
於
て
は
、
.民
衆
を
除
外
し
て
、「

如
ち勞

：：j,::: 

苦
し
つ
、
あ
る
幾
百
热
の
大
衆
を
除
外
じ
！て
何
等
の
生
一 

Tt
、
へ
何
等
の
：問
題
、
何
等
の
將
萍
1
_
在
し
九
ぃ
：か
ら
：I,: 

で
あ
る
し
^
言
ひ
、
W
びr

民
衆
の
.中
へ
行
く」
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實
^
露
西
通
の
當
年
の
革
命
的
知
へ 

」，：：

識
階
級
は
、
直
ち
に
專
讲
生
義
的
腿
制
を
破
壞
し
て
自
ノ 

,由
»
4
1
1
的

)1
1
1:會
を
建
設
す
可
し
：と
高
唱
す
る
バ
ク
3>
二
 

-
シ
，の
カ
强
き
主
張
祀
傾
聽
す
る
ミ
共
に
、
其
の
思
想
の
.

笫
十
九
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二 1
1

5

七
拾
年
代
の
鏺
西
gi
社
會
思
想
槪
觀

宣
傅
の
爲
め
に「

民
衆
の
中
へ」

#

き

「

民
衆
と
近
く
接 

し
て
民
衆
C

融
合
す
る
英
雄
的
行
動」

に
依
つ
て
鼓
舞 

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
へ
g
识
p
q
r
o
p
. 
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併
し
乍
ら
革
命
的
社
會
運
動
の
此
等
の
手
段
方
法
の 

問
題
は
勿
論
當
時
の
激
し
'い
論
爭
の
焦i

i

で
ぁ
つ
ね
。
 

就
中
此
點
に
關
し
て
バ
タ
ゥ
ー
一
ン
派
と
ラ
グ
ロ
ゲ
派
S 

パ
對
立
し
た

:0(Stekl o w
. 

 ̂ihail 

Eakunin 

S. 

1
1
7
)

後
渚
は
社
會
主
義
的
運
動
の
窮
極
目
的
S
し
て
の
.■
家 

の
破
壤
を
承
認
せ
る
も
、
其
の
前
提
條
件
€
し
て
先
づ 

人
民
の
間
に
社
會
主
義
的
觀
念
を
宣
傅
し
、
且
つ
漸
次 

に
勞
働
階
級
が
社
會
革
命
の
爲
め
の
準
備
を
爲
す
可
き 

事
を
慫
慂
し
れ
。
茲
に
於
て
筆
者
は
或
點
に
於
て
は
バ 

ク
ク
ニ
ン
の
思
想
^
交

流

し

つ

、
"
或

點
に
於
て
は
之 

S
背

馳

し

つ

、
、
露

西

亜

社

會

思

想

史

上

闕

却

す

可

ら 

ざ
る
獅
自
の
地
步
を
占
む
る
所
の
主
観
主
義
學
派
の
思 

想
、
即
ちL

a
v
r
o
v

並

にMihairovsldi

の
學
說
の
*
耍

第
二
號 

+
H



翁
十
九
卷

(

ニ

ニ

ム0

七
拾
年
代
の
餺
西
蓝
社

#'
思
想
概
觀

を
舰
ひ
之
が
露
附
瓶
社
金
運
動
ビ
の
關
係
に
言
及
す
る 

.で
あ
ら
ぅ
？

@

、
一
 

八
七
三
卑
の
四
丑
>]
頤
パ
ク
ゥ
1
1ン
の
徙
戧
が
チf

l
i

 

ッ
U
で
露
四
龊
印
刷
所
‘
髀
立
し
、
：大
^'「

社
命
革
命
撤
の
.任
後」

•
' 

(

“ I

lNdanlie socislno-revcjjuo

c-nsi 

p
eB:
金
三
.卷
の
印
刷
こ

.
從
^
1た
。1
國
家
と
無
政
府〕
11
其
の
笫
一
卷
过
し
て
旧
年
末
ド
刊 

.
行
过
ら
れ
れ
も
の
で
ゎ
っ
て
、
露
西
：仏
の
社
會
批
列
及
ぴ
露
西
姐
社 

#
革
命
虫
義
救
の
侬
務
じ
對
す
六
說
叨
は
冏
谐
の
附
錄
と
し
て
将
か 

れ
て
席
る
ノ
本
文
の
|̂
川
|1
此
0
附
錄
か
ら
1
£
<
:
雀
1么
の
採
錄
乜 

る
も
の
|:
據
る
°

- 

.

:' 

猫
ほ之

：.：

先
ち
乂
同
平
八
力
末
!-
刊
行
さ
れ
た
る
が
ニ
怨「

ィ
ン
タ
一

:
ア
ナ
シ
a
ナ
ル 

Qil
L
.̂J
.
ĴM
.
o
M
s
t
o
r
i
t
s
d
b
L
e
s
k
c
e 

Rsvitie Jnter-. 

j

Dacilla

J
lt
槪
n
o
c
i
l
i
p
u
B
e 

.の
觀
逾
に
邀
つ
て
集
錄
せ
ら
れ
二 

た
气

ィ
ゾ
タ
ア
ナ
ジ
ヨ
ナ
か
1:
:
:關
す
る
蜇
耍
な
る
文
献
の
飜
譯
で
.

—

あ
0:
|:
;。
又
其
の
奶
三
雄
2
:ス
七
四
半
の」「

デ
:̂
丨
ド
シ
の
無
政 

府
中
滅」(

？
>吕
1

-
&̂-po -prudcnu》

ご
で
あ
る
。
之
Ix
m
產
注
翁 

的
無
政
麻
主
義
の
立
場
か
ら
プ
y
丨
ド
シ
の
學
說
か
說
明
し
批
列
L
I
: 

:
?:
も
の
で
わ
.つ..て2ai.cev 

.
u
i
.
.
.

るv G

B.llaun-e...

の
.藉
作
の
獅
譯
で
.
ブ 

わ
-る
け
れ
^
气
其
の
览
榀
は
バ
ク
ゥ
ニ
ご
し
侬
つ
て
閱
諧
乜
ら
れ
、
 

隨
處
讪
級
訂
一
止
乜
ら
れ
た
れ
の
で
わ
ゐ
と
1*
は
作
る
。
.

七

第
二
魷 

七
四 

&

グ(peter 

L
a
v
r
o
v
)

は
一
八1

1

三
.年
ブ
ス
コ
ゥ
_

メ 

レ
>
ゥ
村
の
富
裕
な
る
地
主
0
家
に
生
れ
た
。
幼
t
 

て
砲
學
校
に
入
り
、
筆
事
敎
歡
を
受
け
て
士
官
ど
な
り
、 

後
砲
兵
力
學
の
數
學
の
敎
授
は
任
せ
ら
れ
た
が
，、
彼
も 

亦
當
時
全
露
知
識
®
級
を
風
靡
せ
る
革
命
主
義
的
熱
情 

の

渦

中

に

身

を

投

じ

"

耽

に

早

ぐ

反

抗

的

革

命

的

感

情 

を

歌

つ

た

彼

の

詩

は

廣

ぐ

流

布

せ

ら

れ

た

，
。
彼

は

同

時 

代
の
人
々
S
同
樣
に
獨
逸
哲
學
の
硏
究
に
深
く
沒
；©
し 

1

八
S
八
带
及
び
同
五
九
年
に
ニ
つ
の
論
文「

へ
ー
ゲ 

ル
哲
學」

「

へ
ー

ゲ

ル

の

實

踐

哲

學

」

を

公

に

し

頓

に

其 

の
名
聲
を
克
ち
得
た
。
彼
は
夂
«

1•€

社
會
主
義
者
の 

著
書
を
耽
請
し Fourier, 

Saint-Simon" 

L
o
u
i
s

 

Blanc, 

P
r
o
u
d
h
o
n

並
に
加
特
カ
社
會
生
義
者B

u
c
h
e
s

ど
其
の 

學
徒
に
親
し
ん
だ
。興

-0
影
響
の
下
に一

八
六
ニ
年
、
秘 

密
結
社「

土
地
マ」

自
由」

鐵(

$

3

^

i v
o
l
j
a
)

に
加
入
し

韦
：：K > 

た

t»5£>v>nf.. If.ftl-Biftt-r-.LflltJS-i
 

.
■•.. 
j 
:sl:

a.
u
?ダ 
j 1

茲

で

c
e
r
n
y
w
e
v
s
l
d
i

と
相
識
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

/ 

 ̂

J
f
-
C
P
T
r̂
L
I
C
O
N
O

く 

. 

A
n
y 

く 

，

の
苛
酷
な
る
權
ヵ
の
下
に
反
動
的
應
迫
の
怒
濤
が
澎
渾
然
融
合
せ
し
め
れ
る
其
の
論
文
の
形
式
に
於
て
、
敎 

湃
と
し
て
知
識
階
級
の
.間
_に
亂
入
せ
る
時
>

3

1
拙

か

.
養
ぁ
る
靑
年
が
民
衆
に
‘對
し
て
負
ふ
負
傲
ミ
彼
等
が
貧

八
卷
第
九
號 

四1

页
參M

彼
も
亦
何
等
政
治
的
陰
謀
に
加
擔
せ
る
の
:■
'
:
:

 

§

fs
き
に
拘
ら
ず
、
文
筆
上
0

©
密
活
#

恐
ら
く
は
ぃ 

一
一
コ
ラ
ヌ
ブ
佌
及
び
歷
1-
1

.

1

ー
ー
世
を
政
擊
ぜ
る
作
詩
並
に
-: 

i
e
r
n
y
w
e
v
s
k
i
i

及

び

I
M
i
h
a
u
o
v
,

だ
の
個
人
的
關
係
ぁ
り
一 

し

^
の
理
由
に
依
つ
て
逮
捕
せ
ら
れ
、
ヲ
ロ
グ
ダ
に
幽| 

閉
さ
れ
た
0
:
1
A
六
八
丨
九
年M

i
r
t
o
v

の
假
名
の
下 

に
雜

誌

(
w
e
e
k
)

に
初
め
て
發
表
さ
れ
れ
る 

其
'の
著
名
な
る
最
初
の
社
會f

的
論
文「

歷
史
的
書
簡」

':
'

I

-: 

は
其
處
で
替
か
れ
た
も

0
で
ぁ
る
。
;'
'ラ
グ
ロ
グ
の
此
の| 

「

歷
史
的
書
.節」

は

芷

に

時
®:
を

得
ft
::る
著
作
で
ぁ
づ 

れ
。
蓋
し
當
時
の
靑
年
は
民
衆
の
W
の
活
動
に

0
t
 

j

, 

新
しS

綱
領
を
：求
め
ク 

'ぁ
つ
尨
か
ら
で」

ぁ
る
。
彼
は 

ニ
此
の
著
述
に
於
て
斷
然
_民
衆
0
陬
に
於
け
る
活
動
の
宣

: 

へ：傅

者

と

し

て

の

自

己

を

示

し

て

居

る

。
即

ち

彼

は

豐

富

：
：
 

な
る
歷
史
的
暗
示
€
钽
學
的
推
論
と
實
際
的
勸
吿
ミ
を：

.
,筇
十
九
卷CI

三
七)

七
拾
邮
代
の
歸
西
迪
肿
會
艰
想
概
觀

民
階
級
に
對
す
る
債
務
償
却
の
義
務
ビ
に
就
て
®

つ 

ft
。
其
の
所
論
は
露
西
驵
の
靑
年
に
深
甚
な
る
，影
響
を 

與
へ
た
0
そ
し
て
ラ
グ
口
グ
は
ー
八
七
〇
年
に
傅
道
し 

た
其
の
思
想
を
自
ら
爾
後
の
生
活
に
依
つ
て
確
證
し
れ 

る
も
の
で
ぁ
つ
た
。

?
て
ヲ
ド
グ
ダ
の
幽
閉
.の
地
を
脫
し
、

H
e
r
z
e
n

の 

招
き
に
應
じ
て
一
八
七
〇
年
三
月
a
里
に
C
命
し
た
ラ 

グ
ロ 
s

I l
n

u

i s
t

l

_

s

^

n
¥

て
自
ら

國
際
勞
慟
遨
協
會
の!

員
ど
？

、
巴

里n

ミ
ユ
ン
办 

暴
動
に
參
畫
し
、
且
此
運
：動
の
援
助
を
求
む
る
た
め
& 

耳
義
並
に
■
»

に
派
遺
さ
れ
、
而
し
て
偷
敦
で
は 

其
他
大
：陸

の

亡

命

者

等

ミ

の

知

己

を

得

た

。

一

八

七III 

年
ょ
れ
同
七
六
年
迄'彼
は
革
命
主
義
雜
誌
二 

<

l

.

r

 

(

前
進〕

の
發
行
盏
で
ぁ
っ
た
。
然
る
に
彼
は
其
亂
次
第 

に

w
a
k
u
H.
n
並
に
其
の
學
徒
i
離
反
す
る
に
兎
ぅ
た
る

m
ニ 
號 

七
3£
.
.



:

第

十

九

卷(

ニ
1
1八〕

::
:
七

拾

年

代

の

餺

西

瓯

社

會

思

想

概

觀

の
み
な
、

』
ず
、同
七
六
年
に
は
其
の
支
持
者
を
も
失
ひ
、

.
ノvp

e
r
e
d

 e
も
亦
遂
に
他
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。
其 

^

六
箇
年
、
彼
は
新
1
土
地
i

自
由
，！黨
及
.び
：「

人
民
の
一 

意
志」

黨

(

なN
a
r
o
d
n
a
j
a

 
v

s
j

a
d

Co
■如
き
革
命
主
義 

的
結
社
.の
圏
外
に
立
ち
、I
就
中
後
者
の
，戰
鬪
方
法
に
對 

す
る
反
抗
の
態
度
す
ら
示
し
て
居
た
が
、
滕
山
ニ
世
の 

_
殺
以
後
巩
び
進
ん
で
链
動
的
葙
命
主
_
黨
派
の
隊
伍
|

:

に
參
じ
、
，

「

人
民
の
意
志」

鐵
の
.戰
鬪
組
織
の
增
大
に
貢| 

献
し
た
。
而
し
て
斯
の
如
き
革
命
至
義
的
活
動
の
理
凼I. 

.の
下
に
M

時
#

蘭

西

ょ

，
-
^
追

放

せ

ら

る

、
や

居

を

偷

敦
 

R

1W
じ
，
此
處
に
於
て
も
亦
彼
は
：

「

人
民
の
意
志」

黨
と 

其
の
氣
脈
を
通
じ
て
此
©'
鐵
派
の
機
關
雜
誌
な
v
^
tB.
k 

N
a
r
o
d
n
o
i

 

v
o
l
i
。

(「

人

民

の

意

志

の

傅

令

」

，一

八

八

三

| 

—

1

«

六

年)

の
協
同
發
行
人
：士
な
>

專

ら

露

西

亜;;「 

專

制

主

義

の

攻_

に
從
事
し
た
。，
旣
に
理
論
收
方
面
に 

於
い
て
浩
激
な
る
著
作
を
，公
に
し
た
る
彼
は
九
拾
年
代

第
！

1

號

七

し
た
。

一
九
〇
〇
年
.七
拾
七
歲
'の
高
齡
を
以
て
巴
里
に 

客
死
、
其
の
葬
儀
は
各
國
の
社
會
主
義
黨
派
の
代
表
者 

ふ
レ
各
國
民
數
萬
の
參
列
を
得V

未
曾
有
の
盛
觀
を
呈
し 

た
と
傅
へ
ら
れ
る

。(

於
を
一Hh

e

 

Birth 

of 

D
emoc

r
a
c
y
, 

pp. 

1
8?

 1
8
6*

M
a
s
a
r
y
k
; 

T
h
e

 

Spirit 

of Hussia 

Vo
l 

IL 

pp. 

1
1
6- 1

1
7
. 

Tcropotkin ; 

E.us 

slan 

tterature. 

pp. 

3
0
0
-
3
0
1

.:ICuIczyckL 

B
d

 

IL

s
s
,

 

2
5
-
2

00)

八

凡
そ
露
西
钷
の
特
殊
な
る
政
治
的
社
會
的
狀
態
に
侬 

っ
て
、
此
國
の
祉
會
運
動
は
常
に
强
カ
な
る
革
命
的
_
 

士
を
其
の
前
線
に
立
た
し
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
も
の 

で
ぁ
っ
て
、
露
断
®

の
革
命
.的
社
會
主
義
は
其
の
全
®
 

史
を
通
じ
て
著
る
し
く
個
人
主
義
的
色
彩
を
帶
び
て
居 

る
0
ラ
グ
ロ
グ
は
個
人
主
義
的
社
會
主
幾
者
の
典
型
で 

^
p
v
其
の
學
說
は
斯
の
如
き
一
見
矛
盾
掼
着
を
極
む

す
る
.企
て)

あ
つ
^
?
彼
が
词
時
代
の
见
想
家
ミ
同
じ
觀
的
方
法
i

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
乎
。
以
て
推
會

ぐ
先
づH

e
g
e
l

0

哲
學
に
沒
頭
し
、
：更
に
怫
蘭
西
社
會
：
::
: 

主
義
者
の
蓬
書
に
親
し
め
る
のK

事

，は

旣

に

.之

を

記

し
 

加

。
，
然
，る

に

彼

は

遙

か

に

他

の

俎

想

家

を

超

絕

し

て 

U
a
r
w
i
l
v

 C
o
m
t
e
,

 

S
p
e
n
c
e
r

 

を

學

びFe
u
e
r
b
a
c
h

 

よ 
&
 J 

轉

じ

てw
a
n
t

に
歸
つ
た
。
か
の
o<e

r
n
y
l
e
v
s
k
i
i

が

同\

；

.じ
哲
學
的
學
說
ょ
办
出
® ;
し

て

同

じ

問

題

を

考

察

論

籤

- 

に
當
り
、
«

ら
實
證
論
的
唯
' #
主
義
並
に
功
刺
主I: 

_

の
見
解
P

赞
同
し
た
る
に
對
し
、
ラ
：グ
ロ
グ
は
假
令 

.賞
證
論
的
喺
物
主
義W

功
刺
主
義
ど
は
之
を
放
挪
す
る
■

事
な
か
6

し
ど
雖
も
、
著
る
し
く K

a
n
t

の
足
1 >
に
鱼

.

.

.

. 

.
: 

, 

-
.
.
.
?

從
し
，て

居

る
の
で
あ
る
’(M

a
s
a
r
y
k
.

 

op. 

cit. 

p. 

1
1
6
) 

| 

狗
に
彼
は「

人
類
學
主
義」

(
A
a
t
h
r
o
p
o
o
g
f
s

日)

.の
名
の
一 

::

下
に
近
世
自
然
科
學
の
唯
物
主
義
€

カ
ン
K

哲
學
ビ
.の
べ
:: 

調
■和
を
企
て
た

る
哲
學
者
で
あ
b

Tt
f
c會
學
者
で
あ

つ
 

た
o( 

Kropotkin, 

op. 

cit. 

p
‘
 30

0
)

然
ら
ば
斯
の
如
& 

企
圖
に
於
で
.客
«

的
方
法
に
對
立
せ
し
.め
れ
る
彼
の
主
-
:

一,;
：

」

策

十

九

卷0
三
九)

：
一「

七
拾
年
代
の
憐
西
瓯
社
會
思
烟
概
觀

的
册
剕
の
要
具
5
な
せ
る
其
の
主
觀
主
義
學
說
ビ
は
如 

何
な
る
も
の
で
あ
る
乎
。
少
し
ぐ
其
の
槪
耍
を
左
に
描 

ほ
し
て
見
棒
.フ
。
，

彼
の
所
說
に
依
れ
ば
->
•社
會
學
並
に
歷
史
學
に
於
て 

は
他
の
總
ゅ
る
科
學
に
於
け
る
S
同
様
の
絕
對
不
變
..
0 

，眞

理

が

存

在

す

る

。
此

等

の

眞

理
は
豸
«

的
の
も
の
で 

あ
つ
て
或
時
代
に
於
て
は
知
ら
れ
な
い
が
他
の
時
代
に

於
て
見
出
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
-

-
併
し
社
會
學

.並
に
歴
史
學
は
或
時
代
K

前
に
は
見
出
さ
れ
得
な
い
所 

の
他
の
眞
理
を
も
亦
含
ん
で
居
る
。
此
の
事
は
何
に
起 

因
す
る
か
ど
言
ふ
に
、
そ
は
見
出
さ
る
可
き
材
料
が
客 

觀
.的
K

不
充
分
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
て
社
食
が
問
題 

を
現
實
の
姿
に
於
て
了
解
す
る
に
主
«

的
に
不
用
«
だ 

か
ら
で
あ
る
し

パ
r
M.想
史
に
於
け
る
諸
經
驗
/X

九一
1—

 

九
.三
頁)

歴
史
は
繰
返
す
こ
e

な
く
、
又
社
會
的
協
㈣

心 

の
法
則
や
歴
史
的
進
化
の
行
程
は
何
等
か
不
變
的
の
も

笫U

號 

七
七



,

'

:
筋
屮
九
卷
0

E

Q

)

：
セ
拾
弗
代
の
歸
§
•

社
會
灕
想
集
權 

節
！

一

號 

七
八

の
で
は
な
く
て
、
自
ら
進
步
す
る
.も
の
で
あ
る
:̂
彼
は
グ
は
多
少
客
觀
的
事
實
の
撰
擇
に
影
響
す
る
所
の
主
觀

.'
 

,1
.

.

主

張

す

る

。

此
等
は
神
の
..啓

示

に

從

つ

て

絕

對

的

に

存

:;
的
立
脚
戰
に
立
つ
事
に
依
つ
て
«:
會
の
客
«
的
研
究
を
，
 

在
す
る
客
«
的
眞
理
で
は
な
く
て
、
膣
迪

的

進

化

の

一
：

卑
屈
に
も
囘
避
し
樣
ぅ
と
し
れ
の
で
は
なS

。

唯
彼
は 

:

:
,
.
定
階
段
に
於
て
現
は
れ
、「
從

0:
て
其
：の

時

代

の

人

々

に;:
.俯
加
的
事
實
の
考
案
を
要
求
し
た
。
即
ち
歴
史
的
事
實 

依
つ
て
主
觀
的
に
認
識
せ
e>
n
る
も
の
で
あ
る
。
放

に

|

の

理

論

的

考

察

ぞ

典

に

"

人

は

偷

理

的

關

係

に

依

つ

て 

■:

此
の

®

®

な

る

要
因
を

「
「

«

だ
必
要
な

^

つ
_

»

_

':
;:

結
合
さ
れ
て
居
る
i
い
ふ
事
實
の
考
察
を
要
求
し
た
。 

的
な
主
觀
主
義」

€
し
て
承
認
す
，る
事
が
必
要
ミ
な
る
。

換
言
せ
ば
彼
は
啻
に
ァ
タ
ス
ト
ー
ト
ル
流
に「

如
何
に 

(

前
榀
書
、
九
四
頁
、H

e
c
k
e
r

 ; 

Russian 
sociolcgy, 

j

し
.て」

「

如
何
な
る
方
法
で」

ビ
尋
ぬ
る
の
み
な
ら
す
、

.

.
' 

.
:
. 

:
I 
.
.

：
.
：.

. 

' 

■ 

. 

.. 

j 

- 

-
-

.pp. 
8
S
-00
9)

:'
_ 

j
「

何
處
か
らj

又「

何
處
へ」

で
い
ふ
問
題
を
考
究
す
る
の 

.
彼
は
嚴
肅
な
る
諸
法
則
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
所
のj

必
要
を
確
信
し
た
。
此
の
社
會
學
の
目
的
論
的
形
相
は 

歷
史
.の
，千
變
萬
化
を
カ
說
す
る
の
み
な
ら
ず
、
如

何

な
\

ラ
グ
ロ
ダ
に
は
甚
だ
し
<
重
要
に
葸
は
れ
为
、
蓋
し
當 

:

:る
*.
會
的
硏
究
に
も
避
く
可
ら
ざ
る
社
會
及
び
個
人
の
;
.'
:
'年
の
露
西
亜
の
多
く
の
學
者
ビ
共
に
、
彼
も
亦
社
會
科 

:

:進
化
め
要
因
を
論
じ
ャ
居
6
。!:

:

日
：く

「

科

學

的

構

造

は：

學
は
人
類
の
幸
福
を
獲
得
せ
ん
せ
す
る
闘
爭
に
貢
献
す 

等
し
く
主
觀
的
な
る
ニ 

0の
行
段
の
協
同
作
業
^
依

つ

-
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
いV 」

信
じ
た
か
ら
で
あ 

て
得
ら
れ
る
。
' 

1は
歷
史
家
0
心
の
中
に
起
る
行
程
で
る
。
併
し
彼
は
人
類
が
其
の
爲
め
に
努
力
す
る
所
の
潴 

あ
り
、
他
は
膝
史
上
の
個
人
及
び
幽
體
を
觀
察
す
る
の
極
の

•理
想

をa 

prion
♦
の
形
式
て
表
は
さ
ぅ
ミ
は
思
は

的
に
硏
究
し
、
斯
く
て
進
化
の
：行
程
に
於

て

個

人

及

び

め
に
、
有
樣
的
生
活
の
最
も
節
:®
な
る
形
式
に
翅
i
此 

社
會
の
爲：

め
に
最
も
重
要
で
あ
り
、
且
つ
人
類
の
進
步 

' 
處
ょ
り
出
發
し
て
、
社
#
的

動

物

れ

る

-
^
間

が

自

意

識 

を
促
進
す
る
檨
に
M
は
れ
る
所
.の
諸

要

素

の

基

礎

の

上

.を
得
て
彼
自
货
の
將
來
を
自
己
の
批
判
的
能
力
に
依
つ 

に
ノ
彼
の
進
步
の
理
論
を
建
設
す
-̂
事
を
希
望
し
た
の
て
導
か
ん
ふ
試
み
る
に
至
る
時
代
に

迄
、
硏
究
の
步
を 

で
あ
る
。
此
の
主
観
的
見
解
^
主
観
的
方
法
ミ
は
、
個

}

進
め
た
。
彼
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
歴
史
は
社
會
的
協 

人
が
社
會
の
唯1

の
眞
の
要
因
^
:あ
る
事
を
示
し
、
個

\

同
心
或
ひ
は
園
體
的
利
益
だ
個
人
的
利
益
S
を
調
和
す 

人
及
び
個
人
の
利
益
を
無
視
す
る
事
は
最
も
重
要
な
るI .

可
き
不
斷
の
計
畫
を
示
す
所
の
思
想
の
發
達
の
記
錄
で 

社
會
現
象
を
無
視
す
る
に
他
な
ら
な
い
€
い
ふ
«
を

明

あ
る
。
社
會
は
、
彼
が
進
步
士
呼
ぶ
所
の
此
の
道
徳
的
善 

に
す
る
：も
の
で
あ
る
。(Hec

k
e
r ; 

op. 

cit. 

p
p
.

00
9
V6
0)

を
獲
#
す
る
積
極
的
努
力
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
例
へ 

'
|言
以
：て
褪
ひ
ば
、
彼
の
主
舰
的
方
法
5
0は
必
竟
個
人
ば
次
の
如
く
言
ふ
、

「

斯
く
て
社
會
學
は
社
#
協
同
心
の 

,

の
屮
条
無
障
の
發
達
を
0
標
士
し
て
、
歴
史
を
ば：
偷
理
_̂̂
を硏究

し
、
且
つ
此
等
の
形
式
の
質
的
及
び
量 

的
、
；目
的
論
的
見
地
ょ
り
考
察
す
る
事
を
意
味
す
る
も\

的
變
化
の
間
に
生
ず
る
諸
々
め
行
程
を
了
解
す
る
辦
の 

の
で
あ
つ
た
。
;,I

み
を
以
て
其
の
任
務
ど
考
へ
す
し
て
、
觅
に
®
ん
で
そ 

.
:
:
:
:
,
:
:
:
_

て
彼
が
社
會
學
的
考
察
に
據
つ
て
自
ら
其
の
解
決,

は
必
然
的
に
、

一
度
理
解
せ
ら
れ
ft
る
所
の
.斯

の

如

き 

に
努
力
し
介
る
根
本
問
題
は
、
全
«
史
を
通
じ
て
動
い
:'
:
;:
.
:
.形
式
を
創
造
す
る
ミ
い
ふ
實
際
的
問
題
の
.實
現
に
努
カ 

.

て
居
る
一
一
個
の
相
平
行
せ
る
行
程
I
社
會
的
協
同
心
の

：:'
:す
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
爲
め
に
は
、
先
づ
第
一
に
、實 

:

生

長

.ざ
個
性
の
生
長

I

で
あ
る
。
：彼
は
此
の
硏
究
の
爲

.

際
に
理
解
3
れ

た

る

形

式

，
の
：
實

現

0
可
能
な
る
事
，
第 

第
十
九
卷
:(

ニ
三一)

七
拾
年
代
の
餺
西
龊
社
.脅
思
ぬ
槲
觀 

笫
こ
趴 

七
九
.



‘
笫
十
九
饴
0
1三
ニ)

：
：
七
拾
雄
代
の
蹯
西
25
社
會
思
想
槪
觀

二
に
、
其
の
社
食
學
的
意
味
を
理
解
し
た
る
各
個
人
を 

し
て
彼
等
の
抱
懷
す
る
所
の
確
信
を
燬
表
せ
し
む
る
事 

が
必
要
：で
あ
る
。
社
會
學
の
ft
問
題
を
啻
に
理
論
的
解「 

釋
に
於
て
の
み
な
&
す
、
觅
に
實
際
的
意
味
に
於
て
、 

理
解
す
る
事
は
各
個
人
が
自
6
の
行
動
の
判
斷
を
可
能
，
_

」 

な

ら

し

む

る

も

の

で

あ

る

。
」
(
「

思

想

史

^

於
け
る
主
要 

_

M

J

^

A
〇
I

A

A

l

M
、
H
e
c
k
e
r
; 

op. 

cit. p. 9
2
)

 

槪
ね
斯
の
如
き
見
‘解
を
中
心
€
し
て
彼
の
忠
想
(1
.系
一 

へ
は
®
本
的
に
三
大
部
門
に
分
：た
れ
る
'

r:

第
一
は
>
社

き

| 

的
協
同
心
の
.理
論
又
は
社
會
的
統
制
論
、
筋
ニ
は
、
：個 

性
化
論
又
は
人
格
論
，
第
一
1
1は
、
社
會
進
步
論
で
あ
る
0
 

而
し
て
K
の
學
說
體
系
に
於
て
：社
會
的
協
同
心
がT

h
e
-

一
 

s
e

で
あ
り
、
個

性

が

>:
&.
:
穿

5
6で
あ
^N 、

此

の
兩
者

\

 

の
綜
合
が
即
ち
社
會
猶
步
論
の
全
主
題
ご
な
つ
て
轻
る 

の
.で
あ
る
。
筆
者
は
次
セ
其
の
蚍
會
^
步
論
の
內
容
に 

潜
入
し
て
彼
が
社
會
枇
判
の
根
ぼ
を
0

ふ
で
あ
ら
う
。

笫
ニ
號 

八
〇 

ラ
グ
ロ
グ
の
見
解
に
依
れ
ば
、
進
步
理
論
ビ
は「

自 

ら
其
0
歴
史
的
發
展
の
中
に
現
は
れ
て
•居
る
所
の
II
:
# 

學
の
諸
問
題
に
"
偷
理
的
發
達
の
自
然
法
則
を
適
用
し 

た
る
も
の」

で
あ
る
_。ハ「

歷
史
的
書
简」

ニ
九
四
頁)

進
步 

は
必
中
し
も
一
の
經
續
的
運
動
で
あ
る
を
要
し
な
い
0: 

「

唯
"
窮
極
目
的
と
し
て
の
進
步
の
見
地
か
ら
歴
史
的
運 

動
を
評
價
す
る
こ
$
が
必
耍
な
の
で
あ
る
。」(

同
上
2
1 

九
六
頁)

故
に
進
步
理
論
は
ニ
個
の
問
題
を
提
供
す
る
。

1

は
理
論
問
題
で
あ
ら
"
他
は
.實
際
問
題
で
あ
る
。
進 

步
の
爲
め
の
闘
爭
に
參
加
す
る
事
は
、
旣
に
進
步
の
意 

味
を
理
解
し
て
居
る
所
の
個
人
に
と
づ
て
は一

の
道
德 

的
義
務
で
あ
る
#
に
思
は
れ
る
。
此
の
義
務
を
®
行
す 

る
爲
め
に
は
一
の
行
動
の
綱
領
と
將
來
達
成
せ
ら
る
可 

き
目
的
に
就
て
の
一
の
理
論
^
を
必
耍
と
す
る「

此
の 

理

論

は

自

然

的

行

程

と

し

て

の

"

及

び

眞

箇

の

歷

史

的 

現
象
ど
し
て
の
、
進
步
の
實
行
を
菡
礎
づ
け
る
も
の
で
-

i
r

レ..

.■進
歩

の
動
因
を
要
求
す
る
場
合
に
、
其
の
ft
#
的

秩

序

及

び

彼

の

所

論

に

遵

へ

ば

進

步

の

S
因
を
構
成
す
る
ニ
個

社
會
的
環
瘦
に
對
し
て
此
0
理
論
が
適
用
3
れ
.る
の
で 

ぁ
る
>」(

同
上
三
〇
八
頁〕

然
ら
ば
人
類
の
歷
史
に
於
て
：：
 

進
步
は
如
何
に
し
て
成
立
し
た
か
。
又
如
何
に
し
て
成 

立
し
膝
た
か
。
ラ
グ

TP
!/
:
に
據
れ
ば
'
茲
に
自
ら
次
の
::
:
:
|

 

如
き
三
箇
の
問
題
が
生
ず
る
。
其
-r

生
物
學
、
心
理 

學

"
«:
會
學
の
今
日
の
材
料
に
基
い
て
考
察
す
れ
ば
、

一
 

人
類
社
會
に
於
け
る
進
步
は
如
何
に
し
て
成
立
し
得
た

.一
 

か
。
§:
一、
分
類
せ
ら
れ
探
究
せ
ら
れ
た
る
歷
史
的
材 

料
に
基
い
て
考
察
す
れ
ば
、
歴
史
的
進
步
の
各
階
梯
はj

 

如
何
に
し
て
成
立
し
た
か
。
其
三
我
々
®
直
接
«
罾
し
ー 

得
る
充
分
近
き
社
#
及
び
合
理
的
活
動
を
爲
し
つ
、
ぁ

| 

る
幾
多
の
現
存
團
體
に
基
き
て
考
察
し
、
又
現
在
社
會

ノ
 

秧

序

の

歷

史

的

起

源

並

に

.歷

史

上
0,

,進
步
の
主
，要
な
る 

現
象
を
も
併
せ
考
ふ
る
：な
ら
ば
、
現
代
の
可
能
な
る
社 

會
的
進
步
は
，如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
。(

同
上
、
三
コ 
一
I
 

ニ
真)

;:
;

第
十
九
卷C11

三
三)

‘七
拾
年
.代
0
露
四
踣
社
會
思
.想
概
觀
.

の

行

程

が

存

在

す

る

。

日

く

「
我

々

の

眼

前
:(
:

は

其

の
 

技

術

的

發

明

、

科

學

的

成

功

、
哲

學

的

，靡

設

、

藝
術
的 

創
造
並
に
道
徳
的
效
績
を
伴
へ
る
個
人
的
思
想
の
成
長 

，が
存
在
す
る
。
然
る
に
又
其
處
に
は『

各
人
は
全
人

0 

爲
め
に
、
全

人

は

各

人

の

爲

怂

に

い

ふ

、
換
言
せ
ば 

生
活W

發
達
t

の
必
要
品
を
全
人
に
賦
與
し
、
各
人
は 

，其
の
.全
力
を
盡
し
て
社
#
的
幸
福
ゝ
社
會
的
善
及
び
社 

會
的
發
達
の
•仕
事

に

從

事

す

る

ミ

い

，
ふ
、

主

要

原

則

を 

件
な
ぅ
社
會
的
協
同
心
が
存
在
す
る」

。
同
上
、(

三|

一
 | 
ニ 

三
1
ー
賢)

斯

く

て

若

し

も

意

識

的

個

性

化

の

•行
程
が 

進
步
の
要
因
，であ
る
な
ら
ば
、
' U
®性
ft
.を
促
進
す
る
に
：
 

役
立
つ
讅
條
件
は
社
#'
的
^
楚
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な 

い
。
他

方

、
.園

體

を

構

成

す

る

所

の

個

八

の

幸

爾

に

對 

し

て

は

强

き

社

會

的

_

八
ロ
が
必
要
で

あ
る
か
ら
、
從
つ
、
 

て
社
會
的
協
同
心
を
促
3 1

す
る
所
の
も
の
.は
又
總
て
進 

「

の
要
因
で
あ
る
。
故

«;
理
想
：社

會

.«

.い
ふ
も
の
は
、

f
 

i
 

八
！

到



節

十

九

镕

c

i
四
ソ
:
七
拾
年
代
の
腐
西
：版
社
會
思
想
概
觀 

第
二
號 

八
ニ 

社
會
の
^
位
が
同
様
の
取
*

同̂
樣
の
確
信
を
有
し
、
^

ふ
'
之
を
耍
約
す
る
に
社
#
進
步
ど
は
個
人
の
意
«
的
^

:

等
の
.文
化
狀
態
の
下
に
生
活
し
"
出
來
る
限
り
總
ゆ
る
程
及
び
理
性
的
活
動
の
動
機
を
阻
辔
し
な
ぃ
範
圓
に
於 

'.榄
亂
的
諸
耍
素
を
排
除
し
い「

且
つ
.彼
等
の
.間

に

於

け

る‘

て
0
、
社
會
的
m
同
心
の
發
達
皮
强
固
S
に
あ
.名
。
又 

生
存
競
^
の
：1

切
の
法
則
を
禁
止
す
る
時
に
於
て
®
现

進

步

は

同

様

に

、
個
人
の
最
大
名
數
.の
間
に
協
间
1>
の 

す
る
で
あ
ら
う
0(Hecker; 

op. 

cit 

pp. 

I
I
V
I
I
3

參

|

铍
達
と
.强
固
と
を
阻
害
し
な
.い
範
圍
に
於
て
の
、
個
人

-
.
，-
要

-

.

.
:::
:
•
.
ぞ
丨
.
：

!

.

.
要
之
、
彼
に
於
て
は
1|
會
進
步
の
法
則
は
大
體
次
の
一
て
成
立
す
る
。
故
に
進
步
€
は
社
會
的
協
同
心
及
び
固

.三
つ
の
■

よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
。

；
|

性
と
.
i
rふ
ニ
倘
の
社
會
力
を
聽
し
綜
合
す
る
事
で
あ

.

一
、
.
.進
步
S
は
其
の
時
代
0
文
化
に
，向
け
ら
れ
れ
個

.

|

る
。1「

歷
史
的
書
簡」

三
三
九
頁
1
^
1
^
; 

op. 

dt. 

p. 

人
の
批
_
|的
俎
想
の
助
け
に
依
つ
て
へ
人
類
の
間
に
、

| 

.114 

&: 

p. 

r
7
)

•
意
識
と
眞
理
ビ
正
義
f

發」

達

.せ
し
め
る
行
程
で
あ|

假
令
、
敝
が
現
在
經
濟
龃
織
及
び
政
治
形
態
の
社
會 

る 

\
主
義
的
改
造
を
最
大
急
務
と
考
へ
、
哲
學
體
系
、
霧

 

一r

進
步V 」

は
個
人
の
肉
體
的
、
知
識
的
及
び
道
徳

\

の
典
期
及
び
道
徳
の
理
想
等
も
各
々
此
の
改
造
を
助
S 

^
發

達

の

又

眞

现

£
]£
義
ど
の
耐
#
的
形
式
に
依
る
：

す
る
.如
く
に
解
釋
せ
ら
る
可
&
で
あ
る
^
し
，
又
自
ら 

赏
現
で
あ
る
。 

社
#-
キ
；義
者
な
り
>

」

»
し
た
け
れ
^
も
、
如
何
に
1
\
^
3

 

.

三
、
進
步
ど
は
個
八
的
意
識
及
び
社
#
的
協
同
心
の
流
の
祉
會
主
義
を
跖
る
事
が
遠
か
つ
た
か
は
彼
の
社
會

v * 

. 

o 
io 

o 

? 

: 

* 

■
. 
1

.

る
。
洵
に

Karl 

M
a
r
x

の
如
き
も
、歷
史
は
人
間
に
依
は
蓋
し
止
む
を
得
ざ
る
所
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
彼
が 

つ
て
作
ら
れ
る
と
觀
じ
乍
ら
"
彼
の
實
際
的
探
究
0 ,
@

£

科
學
者
ぞ
し
て
取
扱
つ
た
問
題
は
生
產
ヵ
發
達
の
問
題 

'
標
は
"
客
觀
的
行
程
即
ち
或
る
.歷
史
的
及
び
«:
:#
的
原
.

'で
あ
り
經
濟
的
進
化
の
問
題
で
あ
ク
た
。
然
る
に
ラ
グ 

因
が
如
何
に
し
て
或
る
.社
#
的
變
化
或
る
社
#
的
»
革

.
_ 
ロ
ゲ
は
全
く
之
に
、反
す
る
。
彼
の
語
る
所
は
唯
進
歩VJ 

を
1̂
起
す
か
ミ
ぃ
ふ
事
、
：1
層
精
密
に
言
へ
ば
、
生
產
方
一
個
人
的
發
達
だ
で
あ
る
。
彼
に
と
つ
て
社
會
的
進
步
と 

法

の

變

化

が

如

何

に

し

て

：階
：級
闘
#
に
影
響
し
且
つ
社I

は
it
個
人
が
其
の
十
^
無
障
の
發
達
を
實
現
す
る
の
一 

龠
的
變
革
を
惹
起
す
る
か
の
事
實
に
あ
り
し
を
以
て
遂I

手
段
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
其
の
社 

に
個
人
の
歷
史
的
社
倚
的
任
務
に
關
し
て
何
等
說
く
所
一
龠
理
■想
i
す
る
所
は
、
個
人
の
意
識
的
行
爲
及
び
理
性 

が
な
か
，
つ

た

の

で

あ

る

。
實

に

社

會

主

義

を

ば

そ

の

空

I

的
活
動
の
最
も
强
大
な
る
飛
蹓
^
擴
張
ど
を
許
容
す
る 

.
想
的
理
想
論
の
迅
座
よ
り
失
墜
せ
し
.め
て
確
然
た
る
.科

j

社
會
の
實
現
に
他
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
之
れ
即 

!-
ヾ
^:
的
.義
礎
の
上
に
樹
立
1.
:
、

:|
1
:會
：主
義
的
社
會
の
實
稞
^

.

.

は

社

會

進

化

の

自

然

的

必

然

的
_

に
他
な
ら
ず
ビ
，

I

主
義
的
決
定
論
者
た
る
に
至
ら
ず
"
彼
の
.社

會

主

_

が 

.

.

.る「

彼
に
：で

つ

て

は

、
社#
主
義
は
果
し
て
人
類
の
幸
福
.一
羅
竟
興
の
所
謂
社
會
的
至
上
命
令
よ
6
發
生
す
る
偷
理 

を
骱
す
か
"
社
兪
主
義
は
朵
し
て
個
人
の
利
益
及
び
性
觀
の
上
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。

質
に
適
應
す
る
.か
の
如
き
問
題
は
假
令
之
を
無
視
し
看
以
上
に
依
つ
て
、
ラ
グ
ロ
ゲ
に
於
て
は
個
人
が
人
類 

過
す
る
事
な
か
り
し
？
す
る
も
”
否

假

令

甚

だ

重

大

視

進

步

.の
到
着
®
な
6
し
事
明
白
で
あ
る
が
、
彼
は
苽
に 

し
れ
うW

す
る
も
、
而
も
猶
、
甚
だ
之
を
等
閑
に
附
せ
る
個
人
を
以
て
其
の
出
發
戰
で
あ
る
ビ
甩
念
し
た
。
即
ち

.
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十
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C 
ニ
三
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七
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牟
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西
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二
猇 

八
三



婼
.十

九

饴C 
ニ
1

2

C谋
年
代
の
辍
踽
蓝
社
會
思
想
聯
觀 

彼

は
®:
會

進

步

の

原

動

力

を

批

判

的

に

®
考

す

る

個

人 

に
求
め
る
。
彼
に
依
れ
ば
批
判
的
に
俎
考
す
る
個
人
こ 

そ
、

現

存

社

會

形

態

を

破*
.じ
、
：
新

社

會

形

態

：を
劍
始 

し
組
織
す
る
F
の
分
»|
カ
で
あ
る
0
斯
の
如
き
個
人
は 

正
型(

N
o
r
m
)

の
中
ょ
b
出
で
來
れ
る
變
型(

V
a
r
i
a
n
t
)
, 

で
あ
る
。
有
刹
な
.る
條
件
の
下
に
：於

て

>
:
彼
等
を
中
心 

と
し
て
、
其

の

周

圆

に

"
：
新

し

き

集

圓

形

態

が

形

成

せ
 

ち
れ
る
の
で
あ
る
？

.社
#;
的
進
步
は

，IE
に
彼
等
の

創

意

一
 

e
活
動

V

に
依
つ

て
の
み
達
成
し

得
ら
れ
る
。#
竟「

歷

|

第
二
號 

八
四

る
。(

M
a
s
a
r
y
k

 ; 

o
p
r'a
t p. 

1
2
3
)

茲
に
於
て
批
㈣
⑽
^
思
簿
求
る
個
人
が
社
會
的
®
 ̂

の
爲
め
の
圖
部
に
於
け
る
任
務
a

又
自
ら
明
か
で
あ 

る
。
先
づ
第一

に
、
彼
等
は
、
進
步
に
向
つ
て
其
の
同 

胞
を
敎
育
し
、
.啓
發

し

、

自

ら

傅

道

膂

及

^

破
落
し
な 

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
第
一
一
に
パ
彼
等
は
鈕
織
的
進
步
圓 

體
に
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謂
べ
ら
ぐr

啓
* 

せ
ら
れ
た
る
：個
人
は
多
數
者
の
幸
福
の
爲
め
に
知
識
 ̂

文
化
ビ
を
普
及
し
、
斯
く
て
.多
數
者
各
0
の
觸
性
化
S

.

.

.

..

.

.

'

:

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

い 

.

i
/
i 

-

史
的
決
定
の
原
動
力
は
個
人
の
有
す
る
思
考
及
び
意
欲

\

文
化
ヒ
を
可
能
な
ら
し
む
可
き
所
の
實
芘
を
負
ふ
て
&

…

の
カ
で
ぁ
る」

。(
「

歴
史
の
理
解
に
於
け
る
諸
問
題」
一
 

一1

o
頁
以
下
、He

c
k
e
r

 ; 

op. 

cit, 

pp. 

1
0
9*

1
1
0)

枇 

w

.

的
に
俎
考
す
る
個
人
の
み
が
傳
統
的
文
化
を
完
成
し
，
 

人
類
の
鱗
®
ょ
り
人
類
の
f
t會
を
形
成
す
る
事
に
侬
つ 

.
て
、
歷
史
を
作
る
o
批
剑
的
に
思
考
す
る
個
人
は
歷
史 

を
進
股
，せ
し
め
、
©
動
せ
し
め 

> 斯
く
行
ふ
堪
に
依
つ
一 

て
堪
.な
る

進

化

を

變

、

て
進
步
的
.な
ち
し
む

.る
の
て
あ

る」

气

(「

歴
史
的
書
節」

九
〇
頁
、He

c
k
e
r

 ; 

op. 

OIL 

p. 

s
s

)

而
し
て
最
後
に
、
進
步
的
围
體
を
組
織
す
る
者 

は
理
論
的
に
も
實
際
上
に
^
共
に
正
‘し
き
生
活
方
法
の 

典
型
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
グ&

グ
は
人
類
愛
の 

M
想

を
根
本
的
敎

義w

し
.て
認
め
る
。
生
活
は
人
類
愛 

の
道
德
へ
の
奉
仕
.で
あ
る
。
併
し
乍
ら
觅
に
進
ん
で
生
.

道

德

，的

義

務

と

し

で

個

人

に

課

せ

ら

る

、
所

0:
も
の
で 

办
る
芒
。
.我
々
は
玆
R
興
の
初
めr

入
铉
の
意
志」

鐵
の 

過
激
手
.段

.
を

排

し

乍

ら

結

局

其

0
陣
營
に
.參
菌
し
？
恐 

怖
主
義
的
行
励
を
赏
譜
せ
ず
と
し
て
も
猶
且
つ
之
を
默 

認
し
ゝ
又
レ
オ
。
ト
ル
.ス
ト
イ
の
無
抵
抗
主
義
に
抗
爭
し
一

活
は
：自

S
儀

性

を

耍

求す
る
。
進
步
の
8
め
の
簡
费
f
t

し
^
遂
に
後
者
の
唯
物
史
觀
难
に
其
の
極
端
な
る
客 

| 

觀
生
«|
を
承
認
す
る
事
が
な
か
つ
た
。
彼
‘は
前
後V

貫 

主
觀
主
義
學
說
を
信
奉
し
^
。

M
に
其
の
國
家
觀
に
於
て
彼
はM

a
r
x

派
と
著
る
し

乖

離

す

る

。

ラ
グ
ロ
グ
に
：依
れ
ば
.國

家

は

堪

に

過

渡 

て
^
力
手
段S

例
外
的
，使
用
を
道
徳
的
に
是
認
し
た
る
一
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
社
會
主
_

の
主
要
な 

ラ
グ
气
グ
の
擧
业
を
理
解
し
得
’る
で
あ
ら
ぅ
。
 

\

る
任
務
は
國
家
に
對
す
る
鬪
爭
で
あ
り
、
K
會
革
命
は
'

國
家
に
對
し
て
向
け
ら
る
：可
き
で
あ
る
o
蓋
し
彼
は
國 

家
の
起
原
は一

の
契
約
に
存
す
る
S

0
陳
腐
な
る
學
說 

を
承
認
す
る
も
、
彼
の
解
釋
す
る
所
は
、
法
律
を
其
の
形 

式
上
の
表
現
さ
し
て
保
#
す
る
所
の
社
會
獎
約
は
絕
對 

的
結
合
と
し
て
認
め
ら
れ
得
な
い
^
い
ふ
に
あ
る
。
彼 

に
ビ
つ
て
國
家
は
人
令
が
確
信
な
し
に
承
認
し
れ
る
外 

部
的
秋
序
に
過
ぎ
な
い
。
換
言
せ
ば
そ
は
各
個
人
に
依 

存

す

る

事

な

き

致

命

的

諸

：條

仲

の

無

反

®

的
承
認
で
あ 

る
。
此
の
事
に
依
つ
て
、
其
の
初
，め
單
に
物
質
上
の
强 

制
的
秩
序
.に
過
ぎ
ざ
り
し
國
家
は
、
爾
來
道
徳
上
又
は

s
i啟 

八
五

^
 

K

Iの
人
遨」

 

的

舰

念

丨

人

頫

愛

ヒ

人

類

的

威

嚴

を

甚

礎

ビ

し

て

柳

成

：： 

せ

ら

れ
士
居
る
。
人

類

"

生

命

及

び

犠

牲

は

彼0
人

遨

： 

主
義
の
間
喊
で
あ
b

JH
a

^
-E
ff
l
ヒ
は
彼
の
ニ
大
要
求 

で
あ
：る
4
11
論
的
に
は
踱
理
に
»
す
る
希
踅
？
實
際
的j

 

:に
：は

1£
義

の

た

め

の

之

れ

，」

そ
發
達
せ
る
個
性 

の
ハ義
務
で
.あ
る
.。

JH
義
ど
は
自
ら
の
個
性
の
權
利
ビ
同 

«
は
他
の
個
性
の
權
利
を
も
等
し
ぐ
#
重
す
る
事
で
あ 

6

^

0

め
.ら
れ
る
。
彼

は

S

と

の

交

遊

^

が

ら

ざ

第
十
九
卷a

1三
七)

，
：七
拾
年
代
：の
辦
西
驵
社
#
思
想
槪
觀



第
十
九
狯(

ニ
H
八)

七
拾
雄
代
の
餺
西
煦
社
會
思
想
概
觀

宗
敎
上
の
强
制
ヵ
ど
な
つ
た
。
進
步
の
目
的
は
國
家
の 

勢
力
を
最
小
限
度
に
減
殺
す
る
事
に
ぁ
る
。
即
ち
近
世 

科
學
的
社
#
主
義
の
努
力
：は
此
の
目
的
を
達
成
す
る
事
：
 

に
存
す
可
き
で
ぁ
り
、
斯
く
て
敎
會
の
戀
形
ビ
し
て
の
，

國
家
の

®
會
的
規
律
を
廢

ih
し
^
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
一 

の
で
ぁ
る

-g
彼
は
總
ゅ
る
國
家
形
態
に
於
け
る
中
央
集
一 

權
氺
義
に
反
對
し
"
將
來
の
社
會
秧
序
は
地
方
自
ys
e
':
j 
,
 

及
び
同
業
齟
合
0
聯
合
組
»

に
侬

つ

て

形
成
せ
ら
る
可 

し
と
觀
じ
た
。(

M
a
s
a
r
y
k
;

 

op. 

cit 

pp. 

I2
8
-J2

9
) 

i

參
照) 

： 

™ 

斯
く K

實
踐
的
社
#
主
義
.

S

問
題
を
論
す
る
k

及
ん 

1で
、
彼
も
亦
常
然
、か
の
終
，屈
は
诌
_
に
於
け
る
特
殊
的j 

な
社
會
的
經
濟
的
事
情
の
領
域
^
復
歸
せ
ざ
る
を
得
な
一 

か
つ
?2
所

の

，ナ

ロ

ド

ー

1
キ
の
思
想
の
»
«
か
ら
脫
鄕
す 

る
事
甚
だ
少
な
か
つ
た
も
の
、
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
彼 

も
亦
先
哲
0
足
跡
.に
追
從
し
で
村
落
共
產
_
體

(
I
w
r
)

.

第
二
號 

八
力

社
會
主
義
的
芽
社
會
組
織
0-
;雞
設
の
可
能
、
即
ち
两
歐 

諸
國
の
經
驗
し
た
る
資
本
主
義
的
社
會
組
織
の
弊
書
を
：
 

囘
避
し
得
可
刍
此
國
の
飛
購
的
な
る
)li
t
會
的
進
步
の
.可 

能
を
信
じ
、
又
知
識
階
級
が
進
ん
で
農
民
の
間
に
社
# 

主
義
的
思
想
の
宣
傅
に
趣
く
可
き
事
を
慫
慂
し
た
。「

彼 

は
革
命
的
ナ
ロ
ド
二
キ
の
宣
傅
を
以
て
露
西
瓯
社
會
主 

義
の
使
命
を
完
ぅ
す
る
も
の
で
あ
る
ど
し
て
熱
心
に
之 

を
賞
讚
し
た
。
彼
は
又
人
芪
の

間

の

宣

傳

は

ビ

ー

タ

ー 

大
帝
の
時
代
に
典
の
端
を
發
し
た
露
西
i{
]
iの
文
化
並
に
‘
 

歐
羅
巴
化
の
論
理
的
經
續
で
あ
る
S
觀
じ
た
ハ「

民
衆
.の
：
 

中
へ」

(
v
a
a
r
o
d
〕

の
運
動
は
彼
に
S
つ
て
は
四
拾
年
代 

の
人
道
主
義
的
理
想
主
義
の
結
實
で
あ
-
、̂
就
中

o<
e
r
-
 

n
l
e
v
s
k
h

•及
び

P
W-
ミ
く
の
熱
心
な
る
唯
物
主
義
及
び
現 

實
主
載
の
結
實
で

あ
るW

考
へ
ら
れ
た」

。(M
a
s
a
r
y
k
;

 

op. d
t
p
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 131
〕

我
々
は
ラ
、ヴ
ロ
グ
の
姐
想
が
其
の
個
性 

の
絕
對
的
鹪
重
の
立
脚
點
に
立
っ
事
に
於
て
、
又
容
易

及
び
同
業
姐

合

o
"
£
v
.
-
.
.

を
.勘
礎
ビ
し
.て
.
發

逡

す

可

き

!:
■職
.物

主

義

的

：決

定

，
論

に

賛

せ

ざ

る

.
'
.
の

®

度

に

就
中
彼
自
ら
»
會
民
主
黨
に
屬
し
乍
ら
獨
逸
ft
#

a
主 

黨
.の
中
处
集
權
的
社
會
主
義
國
家
の
理
想
を
排
し
て
國
：
;

家
の
否
定
を
高
唱
す
る
の
點
に
於
て
、
td
a
k
g
l
n
の
，無 

政
府
主
義
思
想 

<
 の

：

脈
の
交
流
を
觅
る
け
れ
^
も
"

E
に
彼
の
歷
史
的
现
©
主
_
の
立
揚
"
其
の
徹
底
的
な
ノ
 

る
合
理
主
義
的
反
宗
敎
的
見
解
に
於
て
>
將
又
其
の
偷 

理
的
根
據
の
考
察
^
於
て
、
直

接

&
3
;y

(/k
e
v
s
k
〖i

の
影 

響
の
ょ
い
深
遠
な
る
を
認
め
ざ
る
を
#

な

い

で

あ

ら
 

ぅ

後̂
の
機
兪
に
關
說
す
る
所
あ
る
可
き
，《

v
p
e
r
e
d
》

に
於
け
る
綱
領
に
於
て
、
我
々
は
，彼
が
其
の
歴
史
的
现 

實
主
義
を
以
てS

學
及
び
純
正
哲
學
ビ
嚴
密
に
對
比
せj 

る
を
見
る
。
又
彼
の
社
會
主
義
的
至
上
命
令
の
眞
意
が 

o<e
m
y

cn<
e
v
s
k
i
l

の

「

何
が
爲
3
る
可
き
乎」

に
於
け
る
一 

':
:
現
實
主
義
者
の
性
格
の
中
(:
敗
の
創
意
の
端
を
發
せ
る
：
::
'

も
の
あ
る
を
瞥
見
す
る
。.

ご
_

:

要之
"
：

ラ
グ
ロ
グ
の
生
觀
-5
1

£

_
學
說
も
、
亦
吾
人
が
:.
'

前
述
し
來
り
し
其
の
所
說
の
內
容
^
依
彡
て
略
々
察
知

笫
十
九
铪c 
ニ m

九)

七
拾
银
代
の
S
.
S社
會
思
想
^
1

し
得
る
如
く
、
畢
寛
當
時
の
露
西
®
に
於
け
る
社
#
的 

政
治
的
運
動
に
依
つ
て
刺
戟
せ
ら
れ
條
件
附
け
ら
れ
て 

居
る
の
み
な
ら
中
、
其
の
意
圖
も
亦
事
制
的
獨
裁
政
治 

に

對

し

て

圆

爭

せ

る

急

進

的

分

子

を

楚

認

し

"

彼
等
の 

運
動
に
科
學
的
根
據
あ
る

一
の
綱
領
を
供
給
せ
ん
S
す 

る
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
以
て
社
會
進
步
の
原
動 

力
ど
な
せ
る
所
謂
批
判
的
に
思
考
す
る
個
性
ど
は
、
彼 

の
學
徒
た
り
し
當
時
の
露
西
.亞
靑
年
革
命
黨
員
を
§

 

せ
る：2

他
な
ら
ざ
り
し
が
如
&
は
甚
だ
興
味
多
き
事
實 

で
あ
る
。
勿
論
此
等
の
傾
向
.か
ら
離
れ
て
、
彼
の
學
說 

に
於
け
る
不
杇
の
眞
现
は
廣
く
一 

般
に
認
め
ら
れV

居 

る
。
惜
し
む
ら
く
は
彼
の
學
.說
體
系
は
未
だ
完
備
し
た 

る
も
の
で
は
な
か
つ
た
、
蓋
し
其
の
車
越
^
る
幾
多
の 

著
作
€

雖
も
、
不
幸
完
成
し
得
ざ
な
し
大
著「

近
代
®
 

想
逬」

の
序
篇
に
過
ぎ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ

る
‘

十

I

露
西
煎
史
に
所
謂a

 3
?

日

§
d D

r
a
n
g

 

=
の
時
代

第
.ニ
魏 

八
七



镔
十
九
卷(

ニ
四
0)

七
拾
年
§

辍
西
證
會
思
想
槪
觀 

0
S

八
八
. 

と
呼
は
る
可
き
時
©
.は
.露
西
茆
主
||
1
主
_
學
說
の
誕
生
危
險
な
る
仕
事
じ
從
事
し
.た
。
蓋
し
彼
が
其
の
學
說 

を
#
致
し
た
る
も
の
で
あ
る
.'
'

(Heckel:; 

o
p
,
D;
t p

.

を
發
表
す
る
に
當
り
て
間
接
的
方
法
を
用
ひ
、
D
a
? 

ド
^)

此
の
學
派
の
創
始
孝
た
る
榮
#
は
前
記r

v
r
o
v

 

win, 

Spencer, 

Comte, 

M
i
l
l

等
.の
學
說
を
兮
T

•レ
；
 ̂

に
歸
ゼ
、ち
る
、
所
：な
れ
ざ
も
、
彼
ざ
共
に
主
.觀
主
義
學
‘

刺
す
る
論
文
に
於
て
之
を
被
涵
說
述
す
る
を
常
ヒ
し
て 

派
の
^
璧
を
：成
す
上

ィS

グ
ス

キ

イ
.の
.著
書
は
芡
廣
W
居
れ
か
ら
で
あ
るo

併
し
乍
ら
彼
0
著
述
は
未
歐
有
の 

ぐ
濃
ゼ
ら
れ
、
其
の
社
#
學
說
及
び
偷
理
學
說
は
當
}
.好
評
を
博
し
其
0
名
聲
は
晚
年
£

る
恣
決
し
こ
失
墜 

時
の
I

界
を
風
靡
し
た
‘ 

j

す
る
事
な
か
t

暴

へ

ら

る

、
。實U

彼
I

涯
は
、 

ミ\

イ
ロ
ク
ス
：キ
イ(Nicolai 

K
o
l
n
t
f
n
l

 M
i

-

か
の
流
離
轉
變
極
ま
り
老
6
し
；露
西
亜
載
命
家
の
間 

h
a
f

 kii> (
一

八
四
ニ
1

1

九」

o
四
年
}
は

一

八
六
〇

£

し
て
誠
に
姐
々
？

行
路
f

し
i
雖
も
•
彼
が 

.

.年
初
.め)

て
其
の
文
筆
的
活
動
に
從
事
も
.て
ょ

^

其

の

晚

個

性

.解
放Q

叫
び
はB

a
k
g
i
n

及
びL

a
v
r
o
v

の
其
て 

.

年
I

;
る
迄
、f

看

的

I

的
硏
f

沒
頭
し
、且

晶

辕

、
苛酷なる獨裁的専制支配の下に沈®
せ
 

つ
科
學

©
普
及
に
镟
錄
し
允
る
入
で
あ
？

、
假
令
彼
る
民
衆
の
肺
腑
に
深
ぐ
徹
す
る
熱
火

I

り
た
？

::^
ー
般
«:
當
年
の
傭
,
招

.»
1
會

^
動

の

:1
導
者
>」

認

め

|

彼
も
亦L

a
v
r
o
v

に
於
け
る
如
く
生
觀
主
義
的
方
法 

ら

ゎ

：
，
；
：
其

の

峻

烈

な

る

#
:^
的

見
ft
は痛く政府當局の糈神即ち

@
的
論
的
偷
3
的
考
察
の
精
神
に
準
|
し 

の
提
怖
す
る
所
办
6
し
ビ
«
も
、
而
も
約
半
世
期
間
、•

此
の
方
法
に
基
い
て
最
も
强
く「

個
性
の
爲
め
k
戰」

を 

不
a

l

bし
諷
の
；

H

僚

Cern^evskll, Lavrov, I
c
r
?

.
主
張
し
た
。
彼
の
祉
會
哲
學
的
悤
想
は
理
論
ヒ
實
行
ミ

の

1
致
を
理
想
ビ
す
る
所
謂

7:
ラ

グ

ダ

主

義

な
る
も
の
加
せ
し
む
る
も

の

、
み
が
道
德的
で
あ
.&

E

當
で
あ 

に
し
て
、
其
の
听
論
の
以
て
.味
ふ
可
き
も
の
少
な
か
り
、
合
理
的
且
つ
有
用
で
あ
る
。

(K:ulczcki; 

Bd. 

II. 

ら
ざ
れ
ざ
も
、
其
の
社
命
學
說
並
に
»
理

學

說

の

詳

細.S. 

56. 

M
u

y

で
；
<
a
.
K
. 

P
-
M
5
0

社

食

を一

の
有
：
 

に
1 :
り
て
記
述
す
る
は

本

稆
0

0
的
に
非
ざ
る
を
以
機
體
な
り
ビ
觀
す
る

S
p
e
n
c
e
r

流
の
見
解
に
杭
辯
し
、

て
、
茲
に
於
て
は
僅
か
^

彼
の
社
會
進
步
論
の
耍
黏

I
:

集
合
意
識
の
?®
念
を
排
除
す
る
所
の
i

、メ
ィ
ロ
.ゥ
ス
キ
- 

.ヒ
;3
1:
の
所
論
に
甚
く
所
の
現
在
社
會
紕
織
^-
對
す
る
批
|

イ
に
ヒ
り
て
、
社
龠
は
同
種
同
偾
値
の
個
人
か
ら
成
る 

就
中
露
西
亜
の
經
濟
的
細
織
：並
に
其
の
發
達
に
關
ヾ
‘
.一
の
M

a
で
あ
る
：。
故
に
歷
史
的
社
龠
的
事
實
の
fi
f
e明 

す
る
見
解
の
槪
耍
を
舰
ふ
に
止
め
ょ
ぅ
。
 

は
社
會
全
體
の
見
地
か
ら
出
發
す
可
き
で
は
な
く
て
、

い
,|凡
そ
彼
が
そ
の
個
性
化
_

基
&;
11
:
會
猶
步
の
法
則
.j

個
人
の
意
識
を
其
の
立
脚
a

S
爲
す
可
き
で
あ
る
。
而 

S
し
て
述
べ
：，る
所
に
從
へ
ば
、
進
步
<
は
.彼
等
の
生
活
|'.
し
て
彼
に
依
れ
ば
、
個
性
が
最
も
明
白
に
自
己
を
表
現 

の
充
實
に
向
つ
て
の
各
個
性
の
漸
次
的
接
.近
、
各

機

關
一
す
る
の
は
勞
鱗
に
於
て)

あ
る
。如
何
ふ
な
れ
ば
、勞
«

の
間
に
於
け
る
最
大
可
能
：に
し
て
*
も
匈
括
的
な
る
勞

\

の
個
人
に
對
す
る
關
係
は
運
動
め
物
體
に
對
す
る
關
係 

働
分
割
へ
の
漸
次
的
接
近
及
び
：各
人
の
下
に
於
け
る
最
~
の
如
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
勞
攀
は
tt
i
tt
の
主
た
る 

小
可
能
な
る
分
業
べ
の
*
次
的
接
近
で
あ
る
0
此

の

速

屢

性

で

あ

つ

て

個
性
が
個
性
S
し
て
の
主
れ
る
特
長
で 

.動
0
倾
向
を
妨
害
す
る
>

の
は
總
ヤ
不
道
德
的
、
不
正
、

'
あ
る
。
技
能
"
血
統
"
富
、
及
び
美
の
如
き
は
本
質
的 

有
#
且
つ
背
理
的
の
も
の
で
あ
る
；。
又
社
會
の
種
々
相
の
も
の
で
は
な
く
て
多
少
偶
然
の
#

質
で
あ
る
。
，然
る 

を
»
.卜
斯
.く
て
社
會
の
各
員
た
る
個
性
の
輝
々
相

を

增

に

勞

働

は

H

ネ
ル
ギ
イ
の
有
意
的
使
用
で
必
b
其
の
合

笫

十

九

卷(

ニ
四一 )

「

七
拾
年
代
の
綴
西
亞
社
兪
思
.想
概
觀 

0
S 

八
九



第
十
九
卷

0
1
.四U

)

セ
拾
年
代
の
露
西
踣
社
會
思
想
溉
觀 

目

.的

的

消

費

で

あ
る
か
ら
"
從
つ
てM

は
個
性
の
表
現 

で
あ
レ
且
つ
其
處
に
個
人
の
人
格
が
發
展
す
る
。
彼
は 

:_

勞
働
な
る
槪
念
を
取
に
物
質
的
財
貨
の
生
產
に
限
定
せ 

中
し
て
、

其

の

概

念

の

^

に

、

人

間

を

支

持

^

發

展

. 

せ

し

む:5
總
て
の
合
目
的
的
活
動
を
包
含
せし

；®

て

居
Z 

.
る
。
而
し
て
勢
働
に
於
け
る
協
同(

c
o
o
p
e
r
a
t
f
o
n
〕̂

®!:

脅
化
の
最
も
强
力
な
る
要
因
で
あ
る
ど
言
ふ
。
換
言
げ 

ば
社
命
性
の
本
質
は
個
人
の
協
働
に
求
.む
可
き
で
あ
つ 

て

此

の

協

®
の

性

質

が

即

，
ち

次

代

の

#
性
を
決
{疋
す
一

.
る
も
の
で
あ
る
。

(
M
a
s
a
r
y
k

 ; (O
D
r

 cit. 

p. 

14
4
. 
H
e
-

 

\

.

.

.
• 

.
:
:
: 

.

.

. 

■
二

c
k
e
r
; 

op. 

cit. D. 

I
Z

J
i

一

.

.ミ
ハ
ィa 

,ゥ
ス
キ
ィ
は
協
働
ミ
經
濟
的
分
業
s
を

裁

| 

然
峻
別
し
.て
次
の
如
く
說
く
。
前
者
は
單
純
な
る
it
#

\

 

的
典
働
：で
.あ
つ
て
同
一
目
的
を
追
求
す
る

平
等
な
る
ん 

々
の
共
同
勞
働
か
ら
成
り
、
後
者
.は
複
雜
な
る
社
#
的 

；

共
働
で
あ
つ
て
生
產
行
程
に
於
て
分
化
さ
れ
®:
門
化
さ 

れ
允
る
諸
：々

の
職
分
か
ら
成
る
。
經
濟
的
分
業
は
工
場

學
が
、
經
濟
的
分
業
の
中
に
人
間
の
同
胞
愛
存
す
ミ
す 

る
の
見
解
を
批
判
し
、
次
の
如
く
言
ふ
、

「

分
業
が
愛
を
，
 

支
持
す
る
^
い
ふ
の
は
絞
索
が
死
刑
国
を
支
持
す
る
€

い
ふ
の
と
同
樣
で
あ
る
O
JE
:
義
が
.滿
足
せ

ら

れ

た

後

に 

於
て
猶
此
0
死
刑
因
が
ぽ
:#
臺
か
ら
下
さ
れ
迦
葬
せ
ら| 

れ
な
い
^
す
れ
ば
、
絞
索
は
益
々
深
く
彼
の
首
に
喰
ひ

\

 

入
り
、
：
遂

に

は

首

ビ

顺

體€を
切
^v

離
し
て
終
ふ
だ
ら

\

 

.う
。
若
し
も
隣
人
に
對
す
る
へ
愛
が
分
業
の
服
則
に
基
く
一 

も
の
ビ
す
れ
ば
，
此
の
原
則
は
隣
人
に
對
す
る
愛
を
支| 

持
す
る
れ
め
に
益
々
深
く
唆
ひ
入
る
：で
，あ
ら
う
。
併

し

〉 

斯
く
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
間
は
隣
人
ゆ
»
は

次

第

^
減
少 

す
る
で
あ
，ら
う

」

ビ
。(w

o
r
k
s
，- V

O
L

 .1. 

p. 
1
00
2 
ノ故

に

|

彼
の
所
見
に
從
へ
ば
、
經
濟
的
分
業
ば
個
性
を
殺
す
も\

 

の
で
あ
、る
。；
其
は
人
間
を」

觸
の
遣
具
に
_
じ
、
人
間 

の
幸
福
の
唯I,

の
原
因
た
が
各
機
能
間
の
調
和
を
破
壤 

し
斯
く
て
人
間
を
動
物
界
に
墮
落
せ
u!
む
る
も
の
で
あ 

つ
た
0(

Hecker 

” 

o
p
. 

cit, 

pp. 

146-147
〕

第
十
九
卷

G
1

四
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七
拾
年
代
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樹
西M

社
會
思
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槪
觀；

笫
ニ
號 

九

0

制
度
の
中
に
誘
導
せ
ら
れ
た
0

而
し
て
i 

Aィ
ロ 
•ゥ
ス 

キ
ィ
は
之
を
以
て
個
人
の
肉
體
的
、
知
識
的
發
達
觅
に 

道
徳
^
發
達
す
ら
も
#

か
す
も
の
.で
あ
る
ビ
し
て^

1̂

 

す
る
。「

鲦
や
蠛
の
間
に
於
け
る
經
濟
的
分
業
は
肉
體
上 

の
退
化
を
招
來
し
、
赂
の
間
に
あ
り
て
は
性
の
な
い
勞 

働
條
す
ら
も
生
じ
^
じ

(giha/dovskii; 

wor
k
s
.

 

St. 

Petersburg. 

1
00
9
6
. Vol. 

L
fp5

3. 

H
e
c
k
e
r
; 

op, 

a
t
.

 

... 

p. 

4
4
7
"
5
^

し
.
^
3
.
^
勞

{1
.
か̂」

の「

手 j v 」̂
-cr\ 、

彼
.
 

「

等
の
勞
働
が
手
足
を
機
械
的
に
絕
え
す
同
じ
樣
R
動
か
.
 

す
事
で
あ
る
場
合
に
は
"
人
類
社
會
に
於
て
も
亦
同
じ 

.樣
な
結
果
が
生
じ
な
ぃ
で
あ
，ろ
ぅ
乎
。
假
令
近
代
生
活 

.

か
%.
識
的
準
備
を
必
耍V 」

す
ざ
難
も
、
斯
の
如
き
勞
働 

形
式
の
行
は
る
、
阪
々
は
、
そ
は
或
る
特
逛
の
神
經
に 

if

斷
の
刺
戟
を
與
へ
、
其
の
結
果
必
然
的
に
其
等
の
作 

用
を
衰il
せ
し
む
る
が
故
に
、
從
つ
て
彼
等
の
精
神
作 

用
を
雜
弱
な
ら
し
めh

る
を
#
な
い
の
で
あ
る
。
ミ

ハ

イ
ロ
ダ
.ス
■キ
イ
.枕

.、

か
-
の

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

 

.、學

.派
の
經
濟

十
二

次
に

個

性

の

發
達
、.
協

働

並

に

經
濟
的
分
業

に

關
す 

る
叙
上
の
見
解
か
ら
彼
は
過
去
現

在

及

び

未

來

に

亘

る
 

人
類
進
步
の
諸
階
梯
を
如
何
に
批
判
し
解
釋
し
た
か
を 

檢
す
る
に
、
先
づ
彼
は
社
會
進
步
の
三
階
梯
を
擧
げ
て 

之
を
說
明
す
る
。
第
一
階
梯
は
客
観
的
人
類
中
心
階
段 

fobiectlve 

anthropocentric 

s
t
a
g
e
)

で

あ

つ

て

、

興
の

-

特
長
^
す
る
所
は
、
人
間
が
其
れ
自
身
を
外
部
か
ら
決 

定
さ
れ
た
る

"
自
然
の
、
客
®
的
絕
對
的
の
眞
實
の
中 

心
S
考
ふ
る
純
朴
な
る
信
仰
、
之
で
あ
る
。
そ
は
擬
人 

主
義
"
神
秘
主
義
の
段
階
"
神
學
及
び
宗
敎
の
時
代
、
客 

觀
的
目
的
論
の
階
梯
で
あ
る
：_
馆
ニ
の
人
類
中
心
外
階 

段(eccehtric 

s
t
a
g
e
)

に
於

て
は
、
肉
體
S
靈
魂
ど
のI

一
 

元
論
が
極
端
に
唱
道
せ
ら
れ
、
人
間
は
蚤
く
抽
象
的
觀 

.念
の
支
配
の
下
に
置
か
れ
る
。
第
三
の
即
ち
主
觀
的
人 

類
中
、い
堦
^f subjective 

anthropocentric 

s
t
a
g
e
)

は

純

乎

た

る

人

類

時

代

で

あ

つ

て

、

其

處

で

は

人

間

の

偷

第
こ
號 

九
一



九
#

a

 i

四
四)

七
拾
半
代
の
縛
西
取
社
會
思
顏
戳 

第
一
S

九
二 

理
的
琊
想
及
び
人
類
の
眞
の
目
的
が
實
魏
せ
ら
れ
る
、

の
：完
全
は
失
は
れ
>
人
はj

人
格
た
る
を
熄
む
る
。
获 

同
時
に
そ
れ
ほ
科
學
及
び
實
霧
の
時
代
で
あ
る
。

に
彼
は
發
達
階
級w

發
逄
典
型w

を
區
別
し
-
分
業
a 

多
て
此
等
ご
1
K段
の
經
濟
的
形
相
如
何
备
ふ
に

、

' 發
達
の
階
段
を
高
め
る
が
其
の
典
型
を
低
下
す
る

も
の 

社

售

は

彼

に̂:
つ

て

は

常

に

勞

働

の

組

織

即

ち

共

働

の
で
あ
る
ふ
觀
ず
る
。
例
へ
ば
性
な
き
蛾
は
分
化
ナ
ら
I 

祉
會
で

あ

る

即
ち
第
ー
階
段
を
«

ふ

も

.0
は
單
純
協
ー
ざ
る
原
始
的
の
蟥
ょ
6
も
氣
か
.に
有
能
.で
あ
つ
て
、
そ 

;
働
で
あ
つ
て
、
各
個
人
が
同1
の
實
際
的
目
的
の
た
め
は
ょ
い
多
ぐ
を
生
產
し
從

0
て
社
會
に
ミ
つ
て
h
い
有 

u

非
に
相
提
携
し
相
©
力
し
て
勞
働
す
る
。
其

の

當

初

用
で
め
る
。
获
に
文
明
の「

階
段
は
高
め
ら
れ
て
®
る
け 

ょ
り
此
等
の
各
#1
人
は
各
々
異
な
れ
る
天
賦
を
持
ち
、

れ
f

併
し
同
時
に
其
の
典
型
は
低
め
ら
れ
て
居
る
の 

I

異
R

る
範
圆
S

練
を
受
け
：て
e

,
 

で
あ
る
。
人

類

社

會

に

就

て

之

を

言

へ

ば

-

英

國
の
勞 

.
ら
ず
，
此
の
階
段
に
於
て
す
ら
、
；假
令
懸
游
f

ず
ど
^
^
^
^
^

働
者

S

落
典
產
幽
體
に
生
活
す
る
露
西
迎
の
農
民
ょ 

す
る
:?
>

協
«/
の
&
务
の
^
果
が
分
業
の
形
式
を
以
てj

り
も
遙
か
に
高
き
文
_

の
階
段
に
居
る
け
れ
ざ
も
、
并 

.
現
は
れ
：て
盾
る
：
例
し
分
業
が
甚
だ
®
著
な
る
事
實
ど|
し
後
者
は
前
者
ょ
^
'も
遙
か
に
高
き
文
朗
の
典
^
を
有 

な
S

は
第
I

階
段
に
於
て
M

s
。
此
の
隙
梯
，

::
A
调
を
結
合
せ
ん
だ
す
る
何
等
か
め
佴
的
、
即

ち

何

等

0
範
圓
を
有
し
遙
か
に
完
全
な
る
個
性
を
具
有
し
て
段

か
の
人
類
的
目
的
を
以
て
#
長
と
す
る
事
な
く
、
理

論

;:
る
か
ら
で
あ
る
ど
。(

w
o
r
k
s
,

 

v
o
l
.
L

 

pp. 

4
7
7
- 4

7
8
)

，ふ
賞
行
e
は
分
離
し
、
分
業
の
{元
成
に
伴
ふ
て
個
人
は
.

然
る
に
第
H
階
段
に
於
て
人
は
い
‘
“
高
き
進
t
の
程
度 

片
ビ
：な
-
^
.社
會
0
取
な
る
‘'..

4:

器
.皆
，'
^

0.な
..

る
.。
.細
.性
'
.
.の
.上
.

.摩
遇
な
'.る.够
..赞
.
3
.形.弋..こ

.；

智
' )

o

肖
べ

單
純
で
は
あ
る
が
、
各
人
が
其
©
特
有
の
個
性
を
總
ゆ_

踰
越
し
て
直
ち
に
社
會
、
m
義
的
社
會
組
織
を
實
現
し
# 

る
方
面
に
於
て
調
和
的
に
'發
達
^

.^

.-
且
つ
相
互
に
共
ざ
る
や
^
い
ふ
問
題
に
逢
著
す
る
の
で
あ
る
。
 

:
:同
目
的
0
爲
め
^
協
カ
す
る
所
の
高
尙
«
る
協
働
が
益
::
:.
.十
！

11

々
發
遝
す
る
。
其
處
で
は
.

「

人
ば人類の，爲め
に
、總
：

ミ、
ィ

p.
、グ
'ス
キ
ィ
の
主
張
す
る
所
に
依
れ
ば
、
如 

...ゆ
る
物

は

人

類

の

爲

め

に

」

ぞ
記
さ
れ

.る
で
あ
ら
う
。

|

何
な
る
生
產
組
織
が
個
性
.の
.十

全

を

保

障

す

る

に最
も 

(
M
a
s
a
r
y
k
; op. 

&
♦ pp. 

1
4
6- 1

4

00. 

H
eck

e
r
;

 

op. 

j

適
合
せ
る
や

を

指

示

す
る
®
が
社
#
學
の
' 
一
任
務
で 

dt. 

P
P

:
I

4
S

-
I

4
9

)

:

>

あ
る
。
彼
は
先
づ
個
性
を
滅
卻
す
る
所
の
現
在
の
分
業 

西
歐
諸
_
民
は
旣
に
第
二
の
：階
段
の
充
分
な
る
«
罾

：
.
|W
度
^
反
對
す
る
も
の
で
あ
る
か
じ

、
'
從

つ
て
此
の
分 

を
遂
行
し
"
今
や
如
何
に
し
て
最
終
の
階
段
に
進
展
し
|
業
を
甚
礎
ヒ
し
て
大
規
模
生
產
を
行
ふ
所
の
工
場
組
織 

得

可

き

か

の

境

遇

に

あ

：る

。
：
然
る
：に

此

間

^
あ
り
て
末
:

に
反
對
す
る
。
又
彼
は
經
濟
上
の
自
由
競
拳
に
由
來
す 

だ
第
二S

階
段
に
も
到
達
レ
得
ざ
る
露
西M

は
？
果
し
，
l

i
所
.の
生
產
上
の
無
政
府
狀
翁
並
に
人
格
の
奴
隸
化
を 

て
如
何
な
；る
.進
步
の
行
程
を
迎
る
可
き
で
あ
ら
う
乎

',
排

除

す

可

し
•と
言

ふ

。
要

之

"

人

類

の

健

全

な

る

發

達 

西
歐
諸
國
の
轍
迹
に
隨
從
しV

進
步
の
必
然
的
階
梯
を
'〗

ミ
個
性
の
十
佥
無
障
の
«

»
的
發
攀
ど
を
阻
辔
す
る
所 

:
:
踏
襲
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ら
う
乎
。
又
は
：

の
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
を
斷
乎
ミ
し
て
排
斥
す
る
。
.

:直
ち
に
第
一
ニ
の
階
段
へ
進
股
し
得
る
で
あ
ら
う
乎
。
換

西

歐

諸

國

ば

旣

に

斯

の

如

&
經
濟
組
織
の
齊
惡
を
明
白 

言
せ
ば
’
茲
に
再
び
、
»
西
朋
は
其
0
特
有
な
る
社
會
に
指
示
し
て
居
る
。
然
る
に
露
西
驵
は
村
落
共
產
幽
體 

的
經
濟
的
事
情
に
準
據
し
、
資
本
主
：籤
的
中
間
階
梯
を
を
維
持
し
發
達
せ
し

0
る
事
に
侬
’0
て
此
の
墮
落
が
&

ノ

第
十
九
卷

a

s
五)

|
:
七
拾
年
代
の
露
西
55
鞔

會

思

想

槪

饑
, 

0
^
0 

九
ぢ



第

十

九

卷(

ニ
四
六

)

.
七

拾

年

代

の

餺

西

]

S社
會
思
想
概
觀. 

第

二

號

九
岡

:

免

れ

得

る

で

あ

ら

う

。
：彼
は
：言

ふ

：

「

我

國

の

村

落

共

產

ひ

、
又
各
#!
，人

は

國

家

の

富

を

增

加

す

る

爲

め

の

犠

牲 

ル

度

の

反
^
.̂

等
は
丨
.此
の
.带
度
，ヵ
#
人
の
0
由
を
&

K:
供
せ
.ら
.る
可
刍
も
の
て
は
.な
.い
.士
主
^
し
た
。.

i
c
v

 

-

損

マ

::
^
さ
ft
ぶ
。
彼

等

謙

ー

ぼ[^
信
ず
る
所
で
は
、
經
濟
生
活
に
於
け
る
倘
人
的
劍
意
は 

地
所
有
者
の
四
肢
を
其
め
:±
地
に
拘
束
し
、
彼
^
個
人
財
產
所
有
者
に
：のみ
可
能
で
あ
る
。故
に

「

怒
働
者 

的
活
動
の
何
等
の
自
由
を
も
與
へ
^
ぃ

ち

嘗

て

此

事

；|
:ら
其

の

生

產

物

を

奪

ふ

如

：き

祉

會

組

織

程

恐

る

可

き

も 

.は
西

歐

に

於

て

唱

へ

，ち

れ

た

。
其

處

で

は

対

落

共

產

制

，
；
| 

.

の
：は
な
ぃ
。
斯
の
如
き
社
會
組
織
は
、
畢
竟
、
人
民
か 

lk
:^
r

®

L

%人
は
|勝
洋
を
.将
て
職
業
梦
擇
の
自
:®
:

」

ら
個
人
的
創
.意
、
個
人
的
獨
立
及
び
其
の
自
由
を
奪
も 

を

^
得
し
た
。
彼
等
は
唯
.此
の
新
な
る
條
件
に
適
應
す
' 

も
の
で
あ
る
。」(

w
o
r
k
s
, 

V
O
L

 

L

 

p. 

I

 He
c
k
e
:

 

れ
ば
宜
か
っ
た
。
併
し
乍
ら
觸
放
さ
れ
た
個
人
の
自
掛
；op. 

cit. p. 

1
4
9
)

此
の
見
解
に
立
っ
て
彼
は
、
自
曲 

'
&•
擇
揪
は
直
ち
^
歷
也
發
遂
に
依
っ
て
制
限
さ
れ
て
一
主
義
經
濟
學
者
が
不
當
に
も
抽
象
に
倾
く
の
態
度
を
實

終
っ
た
。
彼

莖

志

署

f

名

な

ぃ

で

S

奴
|

め
、

I

Q

i

Q

S

S

I
名

？

に
個
性
を

.,

隸
と
な
-

^
巨
額
の
_

を
生
產
し
：乍
ら
而
も
日
々
の
窮
.:®

息
せ
し
む
る
杣
象
的
虛
構
で
あ
る
e
難
詰
し
た
。

乏
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た」

^
。(

w
o

r
k

s
,

併
し
彼
の
村
落
共
產
制
度
の
®
重
は
、
之
を
以
て
一

.
s

r
'V
B

p

p

.VS9
-200

)

彼

はI

掘
の
自
然
的
富
源
は
極
の
偶
像
化
す
る
所
の
、
換
言
せ
ば
露
!®
瓶
の
農
民
を

.
馨

業
界
I

由
競

雷

依

っ

t
の
み
開
發
せ
：ら

れ

得

以
て
此
國
の
國
民
的§

l
i

特
有
I

る
神
秘
的
S

:
る
メ
ぃ
：ふ

經

濟

學

説

に

挑

戰
し
、

.斯
の
如
备
源
は
村
，：
高
な
特
性
を
布
す
る
も
の
で
あ
る
ど
觀
ず
る
所
の

、
か 

落
共
產
制
度
に
依
.

O

て
十
分
開
.發V-

せ
.ら

れ

得

る

ミ

言

の

ス

.ラ

ゾ

ぃ

ュ

籍

拉

；
フn
. 

.
、

. 

- 

C

-

.

.

.

.の

資

本

-
王

義

的

生

產

紐

織

：

の

：
脅

威f害
. ：

惡どょり免れ論

-
に
言
及
し
、
露
西
煎
は
特
殊
な
る
進
化
を
成
就
レ
. 

て
個
性
の
完
全
な
る
絶
達
を
保
«
す
对
き
避
_
所
で
あ
得
可
し
さ
せ
る
前
者
を
支
持
し
て
次
の
如
く
彼
の
見
解 

る
が
故

.に
r
而
し
て

/u

は
露
西

>
1
4
:

民
の
將
來
を
決
宛
を
述
べ
た
。
日
く
、露
西

："3

は
；歐

羅

巴

を

學

ばね
ば
な 

す
.る
も
の
で
あ
る
ど
信
じ
た
る
が
故
は
：.>

p言
せ
ば
：

ら
な
い
し
又
學
ぶ
で
あ
ら
う
。

5
て

M
a
r
x

の
著
書
を 

此
の
制
度
が
適
當
に
制
隈
.̂
れ
葙
_
に
：指
_

せ

ら

れ

た

|

讀

む

漭
は
、
露

西

蓝

の

經

驗

し

っ

、
あ

る

革

命

的

行

程 

.
な
ら
ば
、
人
問
の
全
個
性
に
調
和
あ
る
發
逮
の
機
會
を
に
想
ひ
を
致
す
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
若
し
も
露
西

Ji
l
lが 

賦
與
し
、
依
っ
て
以
て
發
逄
の
典
型
の
低
下
を
防
北
し
歐
羅
巴
ど
同

1

の
行
路
を
經
由
す
可
き
も
の
S
す
れ
ば 

益
々
.ょ

b
高

き

文
明
の
階
梯
へ
接
近
せ
し
む
る
も
の
な
彼
等
は
現
に
行
は
れ
っ

、

あ
る
所
の
も
の
を
充
分
知
悉 

る
M
故
に
、
村
落
共
產
團
體
の
s:
#

i
發
達
5 
,を
許
る
一
す
る
窜
に
依
つ
て
之
を
爲
す
事
が
出
來
る
。
然
る
に
：露 

事
は
：最
も
緊
耍
で
あ
る
，と
主
.張
せ
ら
れ
^

0
で
あ
る
.
.| 

J
r
F
il
l
lの
狀
態
は
歐
羅
巴
に
於
妙
る
狀
態
ミ
は
甚
だ
異
な 

.
:
彼
は
明
に
當
時
の
露
®
il
!
*に
於
け
る
•村
落
共
淹
制
度
崩
一
る
が
敗
に

.、
前
者
に
於
け
.る
資

本

主

義

化

の

發

展

は

.特 

,
壞

の

氣

運

と

資

本

虫

義

的

企

業

：の

勃

興

S
い

:^
否
み
雌「：

：

殊
の
も
の
た
る
事
を
證
明
し
得
る
で
あ
ら
うM

a
r
x

 

&
經
濟
的
事
實
をE

擊
し
"
，彼
の
理
.想
ど
瑰
實
の
狀
態

:;
~
:は
之
に
答
へ
て
、
彼

(
M
a
r
x
)

は
其
の
社
會
進
化
の
法 

€

の
矛
盾
背
馳
を
意
識
し
て
居
れ
。
併
し
乍
：ら

興

の

如

.'
!■
則
を
嚴
密
に
普
遍
的
に
適
用
さ
る
、
も
の
と
し
て
形
式 

柯

に

拘

ら

中

露

西

蓝

は

此

國

獨

特

，の

社

會

的

進

步

を

達

：：

::
:
:立
て
れ
0
で
は
な
ぃ
。
；
併
し
一
國
が
此
の
特
殊
な
る
.發 

成
す
ろ
に
相
違
な
い
ど
：の
確
信
を
放
擲
す
る

事
が
む

か

:'
:

逄
杼
程
に
入
り
込
ひ
ビ
同
時
に
彼
の
進
化
法
則
の
形
式 

:
..
:
つ
た
の
で
あ
る
。
彼

はH
e
r
z
e
n

R
對

す

るM
a
r
x

の
に
支
配
甘
ら
る
、
に
至
る
事
を
指
摘
し
た
の
で
あ

■る
。

.
第

十

九

卷(

ニ
四
七>
:
:七
拾
卑
代
め
隊
西
2{
1
社
會
思
想
槪
觀 

第
二
虢 

九
K



笫
屮

九

徵C  
ニ
四
八)

七
拾
雒
代
の
够
西
取
社
舍
站
想
槪
觀 

第u

號

九
六

個
々
0'
場
合
に
就
ズ
.言
へ
ば
>
勿
論
其
の
歷
史
的
存
在
が
此
國
の
將
來
の
社
會
的
發
展
の
出
發
戰
六
り
得
る
讲

4*
緦
鮮
し
-

條

件

の

特

關

聯

し

て

考

奪

ら

れ

ね

ば

な

ら

な

.
f
條
仰
の
F
U於
て
は
露
爵
は
必
T

占

歐

菌11

於
け
&

. 

如
吾
資
本
主
義
的
發
達
階
段
か
經S

:

す
る
の
要
な
し
と
考
へ
て
段
っ 

い
。
露
西
招
の
資
本
主
義
.的
發
M
は
絕
對
的
必
須
の
も
た
樣
に
思
け
れ
る
。
转
し
も
其
後LL

於
て
彼
が
斯
の
如
さ
•見
解
^1 

.
0で
も
な
く
、
又
露
贿
取
の
農
民
が
西
歐
諸
國
に
於
け
掃
し
た
と
す
れ
ぱ
、それは處西

>
:广
.於
ぃ
て
も
亦
蕃
る
し
#
資
本

る
如
く 

S

上
の
自
曲
勞
I

I

る
爲
め
こ
I

皆

，

_

的
震

|

じ
つ
‘
鲞
狀

I

f
 

t
か
ら
で
わ
る
.0
.

汝

m

び

す

る

f
 

I

s
 

i本
論」

I

.卷
の
存
文LL

於
て
、Ma

r
x

がI
H

r

の

級
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ヒ
い
ふ
事
も
亦
本
質
的
の
問I

友
八
等
が
此
上
な
く
盟
次
し
念
冗
金
な
形
で
彼
1-
提
供
し
れ
る
*
農 

題
で
.は
.

い̂
s

。
. 

0
此
.の
答
を
得
た
る
.ミ
ハ
.

s<- 

|

蚁
解
放
以
後
の
：土
地
所
有
に
關
す
る
.統

針

的

調

盘

衬

料

其

他

..の
出
版 

“

ぐ

ズ
I
 
i

奕りこぐ

」

卜
ノ

 

i
 • 

j

物
4*
败
年
間
腐
語
で
硏
究
し
*」

露
诹
蓝
1!
於
け
る
農
業
生
座
潘
の
榨 

' 

\

ジ
：
ィー

.
其
の
^
4(

て
:'
/
ブ
ニ
年)

ぃ
至
6
て

ニ

取

は

英

國

？

I

實
I

働
t

湯
合
I

檢
に
記
述
1

S
可

益
々
、
露
西
观
の
社
會
的
進
步
は
其
の
歷
史
的
、
社

會

t

>

e

l

f信じ
て
屈
た
、
併
し
此
の
思
衆
の
結
恐
篇
饵 

的
條
仲
の
#
殊
性
に
倚
據
し
て
獨
特
の
徑
路
を
旭
な
得\

ん
ミ
せ
る
I

I

行
が
不
幸
に
L
て
I

せ
b
れ
た
、
幕
述
し

可
し
士
の
主
張
を
»
保
し
た
。

@
 

.
農

)

併
し
此
の
間
題
の
案

は

自
ら
他
9
の
機
會
に
譲
|

|

(

胜)
Masaryk

の
記
す
所
に
侬
れ
ぱ
ミ
ハ
ィ
ロ
グ
ス
キ
ィ
に
對
も
の
で
わ
る
。

す
る
^

3̂
の
此
の
答
辯
は「

八
八
八
印
初
め
て
遝
四
«{
{
1の
ブ
雜
|
| 

_

に「

^
供
ロ
に
又
る
ー
密」

と

,1
,
.て
揭
锨
さ
れ
た
.0
の
で
あ
る
0(

答
5- ( 

-
r
g
i

 

-aryk;op.crpp. 
.1
5
9-1
6?
脚
飩
參
照〕

:-
<
:§
の
此
の
觅
解
は
、

露
驵
亜
の
社
會
的
變
革
に
關
す
る
，二 

4 
ロ
グ
ス
キ

"
の
I

、
l

i

義
I

I

者
i

む
る
の
意

||
1
か
以
て
游
か
れ
た
も
の
で
わ
る
か
は
異
論
の
蓓
す

&
所
あ
つ
て
、寧ろ樂觀的で

*

つ
f 2
o
彼
に
依
れ
ば
、
0 

1
U
U
B
S
9
0

併
しK

a
r
x

は
丧
だ
I
々
、
薛
s
lgi
の

付

落

北

ハ

康

糾

度

時

に

於

,
る

肚

會

的

變

$
の

第

」

ぺ

條

愀

11
:生
產

.を
段

1 

r

人
民
:^
保
證
す
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

.い
が
、
斯
の
所
の
協
働
に
依
つ
て
結
合
せ
ら
る
可
き
社
會
主
義
的
哑 

如
き
計
畫
の
實
行
は
露
西
亜
に
於
て

^
甚
だ
し
き
困
雛
丨
會
秩
序
の
達
成
は
正
に
此
の
出
發
點
ょ
り
初
め
ら
れ
ね 

を
伴
は
な
い
て
あ
ら
ぅ
。
其
の
意
如
何

^
言
ふ
に
、
多

.

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
彼
に
依
れ
ば
國 

數Q,

君
が
、
旣
に

"1

般
的
に
、
興
の
生
產
手
段
を
剝
奪
家
は
人
民
に

對
し
て
最
も
好
適
の
勞
働
倏
件
及
び
筱
達 

:せ
ら
れ
て
居
る
所
の
®
歐
諸
國
に
於
て
は
、
此
の
種
の
：I:,

條
件
を
保
證
す
る
の
任
務
を
委
ね
ら
る
、
權
カ
で
あ 

企
圖
の
實
現
は
當
然
社
會
組
:
a;の
®
本
的
變
革
を
意
味
：

.
b
、
村
落
共
產
團
體
の
支
持
ど
發
達

e
は
國
家
の
權
カ 

す
る
が
故
に
い
勢
ひ
革
命
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

を
俟
つ
て
初
め
て
可
能
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
f
從
つ 

之
に
反

.し
て
未
だ

1
; 0
大
エ
業
も
存
在
せ
ず
、
完

全

に

て
此
點
に
於
て
彼
は
、
社
會
的
經
濟
的
制
度
に
對
す
る 

農
業
'を
離
脫
せ
る
勞
働
階
級
も
未
だ
存
在
せ
す
、
且
■.つ
I
一
 

國
家
の
，
一
切
の
干
涉
を
排
す
る
b
ミ
3

V
の
主
張
e
t
e 

:

農
民
が
-

H

地
の
典
宵
を
享
受
し
て
.居
る
» :
西
亜
に
於
て

.

」

':違
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
れ
の
で
あ
る

o  

は
、
生
產
手
段
の
不
變
的
0
確
固
た
る
保
譴
ヒ
い
ふ
事
|

パ
勿
論
彼
は
其
の
綱
領
に
於
て
も

"

手
段
方
法
の
見
解
. 

は
旣
に
不
党
全
な
形
式
で
存
在
し
て
居
る
も
の
を
確
立
一
に
於
て
もL

a
v
r
o
v

に
賛
同
し
、
科
學
の
革
命
に
對
す 

す
る
事
に
他
な
ら
な
い
か

ら
、
そ
は
革
命
的
に
で
は
な

\

る
意
義
並
に
現
在
の
鬪
带
に
於
け
る

批
判
的
に
思
考
す 

く
て
寧
ろ
，保
守
的
に
行
は
る
、
で
あ
ら
ぅ
€
い

ふ

に

あ

る

個
人
の
重
要
に
關
し
て
も
亦
後
者
に一

致
し
た
。
彼 

る
。
故
に
'、彼
^
依
れ
ば
、
改
革
の
出

發
®
は斯の如は又ぼざローロ

 

S
共に

大
民衆

運
動
を
！

|

め

た

。
，
そ

し

：

&
土
地
典
有
制
度
を
最
も
適
當
な
る
方
法
を
以
て
人
民
.

て
最
後
に
新
社
會
秧
序
を
實
現
す
る
た
め
に
先
づ
陰
謀 

に
保
腊
す
る
事
で
あ
る
。
彼
の
现
想
^
し
て
旣
述
せ
る
：
；
.：
手
段
に
依
つ
て
政
府
權
カ
を
篡
奪
す
る
の
必
要
を
是I

f
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部
十
九
徬a

一
 
五
0
>
丨
七
拾
年
代
の
餺
西
孤
社
會
拟
想
槪
舰 

す
る
の
®
に
於
て
、
當
時
.の
社
會
主
義
的
ジ
ャ 

'
ビ
ン 

黨T
k
a
a
e
v

に
同
意
し
た
‘而
も
彼
は
多
ぐ
の
點
に
於
て 

此
等
三
者
に
相
違
し
て
居
た
。
.明
か
に
.彼
は
、
革
命
主 

義
的
宣
傅
は
先
づ
大
激
運
動
な
く
し
て
行
は

る

可

き

：. 

事
、
並
に
全
革
命
到
義
的
活
動
は
先
.

っ
：：T

k
^
e
v

の
徒：| 

の
介
圖
す
：る
が
如
き
陰
謀
手
段
の
程
度
^
制
限
す
可
& | 

も
の
ど
考
べ
た
の
で
あ
る
ァ
加
之
、
彼
が
.社
會
的
政
治
ー 

的
權
カw

し
て
の
國
家
の
是
！|

は
勢
ひ
革
命
黛
に
侬
る| 

國
家
權
力
の
略
奪
の
主
張
を
#
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
此\ 

の

職

に

於

て

。

か

の

、
：
國

：家

及

：
び

其

の

中

* ;
集
權
主
_ 

| 

.的
權
力
は
速
か
に
若
ぐ
は
漸
時
的
に
全
ぐ
廢
止
せ
ら
るj 

«/
き
で
あ
る
^
す

るB
a
k
u
n
f
n

及
ぶL

a
v
r
o
v

の
拦
長| 

ビ
根
本
的
に
乖
離
す

る
も
の
で
あ
つ
た
。

(
KUICZycki. 

I 

a
'

f

p

s

s

'

6
2
-
6
3 

參
照

)
.

要
之
、

旣
に

L
a
v
r
o
v

の
靡
に
於
て
桁
摘
し
た
る
如

'
 

>
、
、

此

等

當

年

の

露

西

蓝

祉

會

见

想

家

の

學

說

は

敗

治

...

笫
為

號

意
圖
を
包
藏
せ
る
一
事
極
め
て
湖
白
な
る
所
で
あ
る
が 

其
の
希
望
す
る
所
も
亦
峻
嚴
な
る
専
制
的
獨
裁
の
支
'配 

に
對
す
る
徹
底
的
の
鬪
郇
に
あ
り
し
事
は
、
結
局
に
於 

て
國
家
權
力
を
是
認
す
る
所
の
ミ
ハ
イ
&
グ

ス
キ
イ
に 

於
て
1
異
な
る
所
な
<
、
唯B

a
k
u
n

s*
及
び
卜
く
が 

進
ん
で
無
政
府
主
義
的
國
家
否
定
の
敎
義
を
標
捞
し
て 

以
て
專
制
主
義
的
抑
滕
的
國
象
權
カ
に
對
抗
せ
る
に
反 

し
、
前
者
は
先
づ
何
ょ
り
も
輿
制
的
支
配
に
對
し
て
個 

性
を
防
麵
す
る
の
必
要
を
痛
感
し
、
彼
の
所
謂
眞
1 !
ぱ 

.I
F
義
ご
の
融
和
合
致
を
®
想
€
す
る
ブ
ラ
ゲ
ダ
主
義
を 

提

唱

し
^
る
も
の
で
あ
る
o
.
ミ
、ノ
イ
ロ
グ

ス
キ
イ
の
%

會

主

義

は

舉

意

人

道

生

義

的

偷
f
f
lの
論

：堋
的
適
用
で
あ 

る
o
而
し
て
個
性
は
彼
の
社
會
主
義
のA

l
p
h
a

で
あ
o

 

O
m
e
g
a

で
あ
つ
た
。
此
の
哲
學
及
び
社
會
主
»
に
於
け 

る
偷
a
的
傾
向
の
高
調
こ
そ

實
に
露
西
取
主
a
主
義
學 

派
の
最
も
著
る
し

9
特
長
で
あ
る
、

ヲ
ガ
口
'ヴ
及
び
ミ
ハ
イ
ロ
グ
ス
キ
イ
の
思
想
が
當
時

の
急
進

^

j

I1
，x<

d

あ
つ

^
。
例
へ
ば「

民
衆
の
中
へ」

(

V
^
N
a
r
o
d

)

0

m

.
 

，•的
祉
會
運
動
に
於
て
我
々
は
啻
に
革
命
主
義
的
宣
傳
の 

典
同
自
的
に
J

つ
て
集
合
し
た
る
め
み
な
ら
ず
、
®
に 

一
侗
性
の
餘
道
ど
い
ふ
偷a
的
目
的
に
侬CV,

て
結
合
團
結 

し

た

る

幾

多

の

結

祉

を

見

る

で

あ

ら

ぅ

、

併

し

此

^

の 

»
情
'に
_
し
て
は
玆
に
趣
述
す
る
の
烦
を
避
け
ャ
後
m 

•^
拾

年

代

以

降

の

露

^

^

社

會

運

動

の

實

際

を

檢

す

る 

の
時
に
於
て
詳
述
す
る
事
に
仕
度
い
€
思
ふ
0

(

附
記)

本
編
は
水
認
饿
十
八
：怨
第
セ
號—

第
九
號
所
載
拙
稿
i
奴 

解
放
後
の
露
西
瓯
社
较
連
励
1_
:
_
'
の

續
稿
，
ミ

し

て

草

し

れ

る

も

Q 

tあ 

つ
て
、
後
日
の
機
#

u
mれ
ゐ「

七
拾
年
代
の
赏
際
的
社
會
連
勋
运 

1

篇
と
相
俟
つ
义
之
が
金
篇
^
成
す
可
き
も
の
で
あ
.
6。
泣
に
ル
の 

旨
を
附
記
し
て
幅
へ
|:
謂
密
の
御
晾
派
4>
乞
ふ
次
笫
で
あ
る
イ

佛

敎

G

興

立

々

」

商

人

，

友

：
'
■

!

、'
時
代
0
大
勢
ど
商
人
階
級
0
糍
頭 

■

:

ァ
I
リ
ャ
.

(
A
r
y
a
n
>

I民
.族
の
ff
l
敢
な
る
植
民
運
動
は

笫

十

九

卷(

ニ
五
一)

佛
教
の
興
立
と
卯
人
階
韈
0
活
動

開
傘
那
河(

Y
a
m
u
n
^

恒
河
ハG

a
n
g
s
)

の
肥

，
沃

な

る
® 

域
に
無
數
の
都
市C
N
a
g
a
r
l
)

村

落

(
G
s
m
c
o

を
產
W 

■
し
て
所
謂
藥
M
i
: 

(

B
rPJ
'
.
h
m
J
O

)
文
明
の
基
礎
を
S
づ 

S

た
の
で
ぁ
る
が
"
今
や
彼
等
の
柘
植
事
業
は
茲
に
そ 

一
の
鋭
鲦
を
ゆ
る
め
て
、漸
次
C
1

)
「

«
れ
た
る
ミ
こ
ろ
に 

\

-f
:
f居
を
と
る」

(csa*attano 

v
a
s
a
n
a
t
t
h
a
n
e

cutiava'n 

k
a
t
v

vs
の
惰
.風
を
か
も
す
に
至
つ
た)

1!
に
又
、M
の
惰 

，
風
は
宗
敎
的
姐
輝
？
相
關
係
し
て
彼
等
の
開
拓
せ
る
境 

域
を
®!
!
聖
な
る
中
國(majjhadeso ) 

e
し
て
自
資
し
、
先 

住
土
蕃
の
雑
居
せ
る
未
開
拓
地
方
を
邊
地(paccantaja- 

n
a
p
a
d
o
)

ご
し
て
贬

視

し(

2

し
、
愈
々
坐
居
筮
住
の
傾 

向
を
强
か
ら
し
め
た
の
で
ぁ
る
。
然
し
な
が
ら
、
佛
陀 

j

の
出
現
し
た
西
紀
前
第
六
世
紀
前
後
に
於
て
は
、

こ
れ 

;J
ら
の
宗
敎
的
思
想
に
對
す
る
反
抗
運
動
は
漸
く
糍
頭
し 

き
た
.つ
て
、
苒
び
民
族
發
腿
の
曙
光
を
見
る
に
至
b
,、 

_遠

く

中

國

の

疆

域

を

.
ふ

みN
；

え
て
利
_
多
き
邊
土
異
« 

に
交
易
す
る
多
く
の
商
人(

v
l
i
j
o
)

隊
商

^

pff
tr
。)

を

第
二
號 

九
^


